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令和２年第２回嬉野市議会定例会議事日程

令和２年６月18日（木）

本会議第４日目

午前10時 開 議

日程第１ 一般質問

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

午前10時 開議

○議長（田中政司君）

皆さんおはようございます。

本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。

日程第１．一般質問を行います。

通告順に発言を許します。

13番山口政人議員の発言を許します。山口政人議員。

順次 通 告 者 質 問 の 事 項

１ 山 口 政 人 １．新型コロナウイルス感染症対策について

２．学校施設について

３．有害鳥獣被害対策について

４．農業振興について

５．財政計画について

２ 諸 井 義 人 １．教育問題について

２．空き家対策・固定資産税について

３ 森 田 明 彦 １．国道34号の歩道設置について

２．茶業政策について

３．来庁者への対応について

４．民生委員児童委員の問題について

５．災害時の感染対策について

４ 芦 塚 典 子 １．新型コロナウイルス感染症対策について

２．災害復旧対策について

５ 川 内 聖 二 １．再生可能エネルギー施設について

２．新幹線開業に向けての企画等（ＰＲ含む）について

３．新型コロナウイルス感染症関連について
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○13番（山口政人君）

皆さんおはようございます。13番山口政人です。議長の許可を得ましたので、ただいまか

ら一般質問をいたします。

その前に、昨年12月、中国で発生した新型コロナウイルス感染症、当時は対岸の火事程度

に思っていたことが瞬く間に日本全国に拡大し、緊急事態宣言まで出され、外出自粛、休業

要請に至って、今後、日本の社会がどうなっていくのか心配であります。

その中で見えてきたものもあります。都市への一極集中によるリスク、効率性を追い求め

た生産体制による外国へのサプライチェーンの弱さ、さらに、利益率重視による事業経営の

もろさが浮き彫りになりました。そして、ウイルスへの恐怖心や自粛のストレスが差別や分

断まで生んだ、感染者への誹謗中傷、自粛警察などの言葉まで出てきた。また、海外に依存

しているマスク騒動が教えるのは、不足の兆しが見えたら制御が利かない人々は店頭に押し

かけ、あっという間に品切れになる。これが食料だったらと思うと、ぞっといたします。経

済が冷え込めば、真っ先にしわ寄せを受けるのは非正規労働者やアルバイト、中小・個人の

事業主、独り親家庭など経済、社会的な弱者である。今後は経済対策も含め、第２波に備え

て医療や検査体制、ワクチンや治療薬の開発も急がなければ、安心して元の生活に戻れない

かと危惧をいたします。

前置きが長くなりましたが、最初の質問をいたします。

最初に、新型コロナウイルス感染症対策について。

事業所等の支援策は有効活用できたのか、お尋ねをいたします。

壇上からは以上で、再質問とあとの項目につきましては質問席でいたします。

○議長（田中政司君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（村上大祐君）

皆さんおはようございます。そしたら、山口政人議員の御質問にお答えをしたいと思いま

す。

これまで市が事業所に行ってまいりました経済対策は、本議会に提案、可決いただいた分

も含めて第４弾まで経済対策として行ってまいったところであります。特に事業者の支援と

いうことであれば、国、県の制度とも組み合わせて、個別の事業者の事情や状況に応じた対

応を行ってまいりました。

市の独自の経済対策としては、武雄市との共同で両市民限定の宿泊キャンペーンを行い、

域内の消費を喚起したことを皮切りに、売上げの大幅な減少に苦しむ事業者への給付金、ま

た、全国で緊急事態宣言が発令されたことに伴う休業要請の対象店舗への協力金と、足を止

めることなく取り組んでまいりました。

ステイホームと呼びかけられた大型連休期間には、店舗の休業要請や流通の停滞などで行
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き場を失った農産物のドライブスルーの販売、また、肥前吉田焼の購入で地元飲食店のテー

クアウトで使えるクーポンの配布など、地域産業応援と、そして、市民の自粛要請下での生

活に少しでも彩りをという思いを持ってスタートした企画を続々と打ち出したところであり

ます。

今後についてもこうした一連の政策の検証も行いながら、これからのいわゆる反転攻勢に

向けた体制を整える必要があろうかと思います。本議会で提案をさせていただいた「うれしの

がんばろう!!産業給付金」もその一つであります。これから飲食店とか、そういったところで

あれば、新型コロナウイルスとか感染症の対策を前提としたお店づくりをしていく、そういっ

た新たな投資も必要になってこようかというふうに思っております。市としてはそういったと

ころもしっかり応援をしながら、国の大型の観光キャンペーン、「GO TO キャンペーン」も間

近に控えておるわけでありますので、まちを挙げて精いっぱいのもてなしができる、そういっ

た強い産業づくりをこれからも行ってまいりたいというふうに思っておるところでございます。

以上、山口政人議員の御質問に対するお答えとさせていただきたいと思います。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

まず最初に、コールセンターへの相談はどういったものが多かったのか、お尋ねをします。

○議長（田中政司君）

総務・防災課長。

○総務・防災課長（太田長寿君）

お答えいたします。

４月30日から５月23日までコールセンターを開設しておりまして、こちら問合せにつきま

してはおおむね140件程度の相談に関しては寄せられております。このうちお一人10万円の

特別定額給付金に関しましてが一番多くて47件ほど、そして、あとは市のほうで単独で実施

をいたしました「うれしいわくわくパック」ですとか「うつわｄｅグルメ」、こちらのほう

のお問合せが45件ほど、「うれしいわくわくパック」に関しては42件ほど入っておりまして、

それから「うれしのがんばろう!!応援給付金」、こちらも市の単独関係ですけれども、17件

ほど入っておりまして、この３つで大体のお問合せの中身ということになっております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

分かりました。今回の新型コロナウイルスの影響というのは、今までの自然災害とダメー

ジが違うわけですよね。非常に広範囲にわたっての人々にひどく影響を及ぼしているという
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ふうに思うわけです。ですから、特定の人への支援という部分も必要でしょうが、広く浅く

というような部分も今後検討をしていく必要があるというふうに思いますけど、いかがで

しょうか。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

広く浅くというところでは、どういった制度を想定しているのかというところがちょっと

分かりかねる部分はあるんですけれども、我々としても、まずは、急性期においては、売上

げ半減、50％を割り込んだ事業者に対しての支援ということでさせていただきましたけれど

も、これから反転攻勢をかけていくんだという段階においては、30％の売上げ減少に対応し

た「うれしのがんばろう!!産業給付金」という制度で、段階に応じた中でそういった支援の

対象を広げていったという経緯はございます。

恐らく一般家庭の給付のことも念頭に置かれているのではないかというふうに思いますけ

れども、この国の定額給付金も現在97％の方に行きわたっているということでありますので、

今後また第２波、第３波と、動向次第でまた家計への支援ということも必要になれば検討す

べきだというふうに思っておりますが、今後は生活にどうしても困窮をされるという方に対

して住居確保の資金であったりとか、そういった福祉の小口の貸付金という市のもとより設

けていますセーフティネットにつなげていくというのが基本方針になろうかというふうに考

えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

例えば、国の子育て世代の臨時特別給付金、これは高校１年生までなんですよね。ですか

ら、これを高校３年生まで支援をするとか、それから、給食費の支援とか、それから、今後

失業者が出てきたら、それに対する支援とか。そして、30％収入減というように言われてお

りますけど、20％でも、ぎりぎりの生活を今まで強いられてきた人が20％だったら死活問題

になるというようなこともあります。ですから、それをもっと下げて、緩和して支援をする

とか。それから、外出自粛というようなことで、下水道料金、そういったものが高かったり

した場合には減額をするとか、そういったことも私は必要かというふうに思います。

そういうことで、今度の２兆円の臨時交付金、そういったことにもぜひ使っていただきた

いなというふうに思いますけど、いかがでしょうか。

○議長（田中政司君）
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市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

そういった公共料金、そういったところの減免であったりとか、そういったところの御提

案ということでありますが、水道に関しては広域化をしたということで経営を健全化してい

く必要もあるという中で、非常に我々独断で判断することは難しいと思いますし、下水道と

か農業集落排水についても健全経営ということが当然の前提ということになる中で、なかな

かその辺は難しいのではないかというふうに考えております。

ただ、国の制度としても国保の納税は猶予ということにはなりますし、我々も３月の時点

で事業用の固定資産税に関しては延納を認めるというようなことも早々に打ち出しておりま

す。また、今ちょうど税に関しての御案内が各家庭に届いている頃だと思いますけれども、

税務課のほうでもそういったところの納税相談については親身になって対応をしてまいりた

いということで税務課も頑張っていただいているんではないかというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

市民の方が少しでも早く元の生活に戻るような対策を今後ぜひ取っていただきたいなとい

うふうに思います。

それでは、タイムラインの策定を検討すべきではないかというような質問に移りたいと思

います。お願いします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

これは一連の新型コロナウイルスの対応についてもタイムラインをということであります

けれども、実は平成26年12月に嬉野市で新型インフルエンザ等対策行動計画というものを策

定しておりまして、今回の対応についてもそれを少し準用する形で行ってまいりました。県

内で発生したらとか、近隣、市内で発生したらと、それぞれのフェーズに応じた対応という

ことになっておりますし、国の緊急事態宣言が出たということでありますので、嬉野市とし

てもその国の緊急事態宣言の発令と同時に対策本部を立ち上げての対応ということで、一応

タイムラインに沿った対応で大きな支障はなかったのではないかというふうに思っておりま

すが、今後第２波、第３波というようなことが言われる中でありますので、同時並行で検証

もしながら、こうしたタイムラインの運用について、適正だった部分もあれば、課題として
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浮かび上がった部分もあろうかというふうに思っていますので、全庁挙げて今後の検証活動

を進めてまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

そもそも今回の対策本部は、災害の対策本部なのか、新型インフルエンザ等の対策本部条

例がありますよね、それに基づいた対策本部だったのか、お尋ねをします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

これは新型インフルエンザ等の対策行動計画に基づくものですので、そちらのほうに基づ

く、災害とはちょっと違うわけであります。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

実は国、県、それから市の指示命令系統なんですよね。市長にはどういった権限が今回の

件についてはあったんでしょうか。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

緊急事態宣言による店舗への休業要請とかは基本的には都道府県知事の権限であります。

我々としてはそこを注視する、県の対策本部会議も我々の塩田庁舎内のカメラでつないだ形

で同時共有をしながら、県知事のこうした様々な今後の政策方針であったりとか要請等々を

リアルタイムで受け取りながら、今回対応に当たったところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

全然強力な指示命令というのはないというようなことで、あくまでも要請だというような

ことで、ぜひ協力をお願いしたいというようなことなんですけどね。やはりこういった災害、
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時間軸に沿って拡大をしないような職員の行動計画を早急に策定しながら、そして、拡大を

しないような行動をしていただきたいなというふうに思います。

それから、次に行きます。

災害時の避難所で感染症対策を検討すべきではないか。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

新型コロナウイルス感染症はまだまだ完全には終息しない現状において、災害時の避難所

運営につきましても、現在策定をしております嬉野市避難所運営マニュアルでは想定してい

ない対策が求められているのは現実であります。

本議会にも追加議案で今回お願いをしているサーモグラフィーカメラもその一つでありま

すけれども、避難所に受け入れる段階で発熱のある方というのは少し事前に把握をして、そ

して、別々の対応をしていく必要もあろうかというふうに思っておりますので、そういった

ところの新たな対応も求められると思いますし、また、避難所・避難生活学会が策定しまし

たガイドラインでも、大体１人頭２平米と想定をされていた避難スペースを４平米取るよう

に、つまり、倍のスペースを取る、そして、その避難スペースと避難スペースの間の通路を

２メートル離すということでありますので、非常に余裕を持ったスペースの確保と、そして、

間仕切りの板も含めてパーソナルスペース、個別の半個室のような空間を確保する必要があ

るというようなことで、こうした避難所に求められる要素というのは大きく変わってきたと

いうふうに思っております。

我々としても、今回は、梅雨入りをしたわけでありますので、急場の対応ということに

なっておりますけれども、地震とか、そういった季節を選ばないものも今後来ますし、まだ

まだ水害とか台風、そういったものも秋口までずっと警戒をしなくてはいけませんので、こ

れは走りながら考えるというようなスタイルで、とにかく安心して避難をしていただく、い

や、感染が怖いから避難はどうしようかなとちゅうちょするようなことがあってはならない

というふうに思っておりますので、これはいろんな専門家の御意見も踏まえながら、今後安

心できる避難所づくりについても幅広く検討をしてまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

私が一番危惧するのは、いわゆる今感染というようなことで自然災害のときに本当に高齢

の方々が避難をするだろうかというような危惧をするわけですよね。ぜひそういった命と感
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染とどっちが大事なのかというようなことを高齢の方にもしっかりと広報をするべきじゃな

いかというふうに思いますけど。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

それは議員御指摘のとおりだというふうに思っておりまして、今ハザードマップも昨年

配っておりますけれども、そういったところは感染症対策というところが盛り込まれており

ませんので、早急に、例えば、体温計であったりとか、マスク、石けん、スリッパの類いの

ような新たに持ち出し品リストに加えるべきものとか、そういったものも洗い出して、全戸

配布をしてハザードマップに挟めていただくような形にして、とにかく意識を高めていただ

くということもありますし、また、避難所のスペースが広くなるということは、受入れの可

能人数も減るということも意味をしておりますので、いろんな避難所に代わる、指定避難所

に代わる、そういった受入れ施設を探っていくという我々の取組も必要ですし、また、垂直

避難、そういったところも含めて、自分で身を守るということもしっかり我々としてもお手

伝いをしながら意識を高めていければというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

とにかく県のマニュアルを参考にして万全の対策を取ってほしいというふうに思います。

次に行きます。

学校施設についてであります。

久間小学校のプールを今後どのように活用をしていくのか、お尋ねをいたします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

久間小学校のプールの活用についてということでお尋ねでございますので、お答えを申し

上げたいと思いますけれども、久間小学校におきましては、昨年、塩田町の民間スポーツク

ラブのプールをお借りして水泳の授業を行いました。５回目の水泳授業のときに参観の水泳

授業を実施いたしまして、保護者の方々にその様子を見ていただいたところでございます。

同時にアンケートを取らせていただきました。その結果、子どもたちもですけれども、保護

者の皆さん方も民間プールの使用は問題ないというふうなことでいただきましたので、今後

におきましても民間スポーツクラブのプールをお借りして水泳指導を行っていきたいという
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ふうに思っております。

山口議員が御指摘いただきましたように、プールの敷地の活用については今後協議を慎重

にしていきたいと思っております。特に学校の意向、地域の意向、それから、保護者の方々

の意見等を十分そしゃくして有効活用をしていきたいというふうに考えております。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

学校のプールの設置は法令で義務づけられているんでしょうか。それとも、その地域全体

での考え方なんでしょうか。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

学校のプールは必ず造りなさいということではなくて、ないところは、いわゆる民間プー

ルあたりで利用するということで文科省あたりは認可をしておりますので、必ず設置をしな

くちゃならない状況ではないようであります。そこも当たったところでございます。それで、

一応、久間小学校においては修理を前年度しないで、そして、民間プールの活用ということ

で踏み出したところでございます。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

今の市内の小・中学校のプールの老朽化度合いというのはどういった状態なんでしょうか。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

プールの老朽化については、久間小学校が昭和54年、55年ですから、その頃に塩田の塩田

小学校、五町田小学校は建設をされております。そういう中でも久間の場合が特に痛みが激

しかったもんですから、いわゆる修理ということで去年見積もった段階でございましたけれ

ども、実質的に経済効果の部分で民間プールのほうを使うという方向に行ったわけですね。

ですから、そういったところでは塩田地区のプールが、非常に今後も塩田小、五町田小あた

りが手直しをしなくちゃならない時期に差しかかっていると思っております。

以上です。

○議長（田中政司君）
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山口政人議員。

○13番（山口政人君）

今後の市のプールの方向性としてどのようにお考えなんでしょうか。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

方向性というふうに思っておりますのは、先生方の働き方改革もございます、それから現

在、新型コロナウイルスの渦中の中にございますので、そういった部分での接触感染等も踏

まえると、今後、例えば、民間プールあたりが昨年の状況でいきますと、年間９回実施をし

ております。そして、月曜日に休館日でございましたので、１校お願いしておりますので、

時期的には９回ですから、月ごとに行くと、４回行われるわけですので、３か月ぐらいで行

くというふうなことになると、来年度についてというふうなことで民間プールの方と話をし

ているのは、もう一校増やしていただけないだろうかという話も実はしているところです。

そういったことで、今後は塩田地区においては３小学校あたりを計画的にうまく年間を通し

ていけば、民間プールの活用も可能ではないかなというふうに思っているところです。

そういったことで、いわゆる修理をして１か所だけ残してトラブルがあったときの対応あ

たりにも可能性としてはあり得るなというふうなこともございます。

それから、地域によっては、場所によってはプールというのは消防関係の防火水槽の兼ね

合いもあります。ですから、そういったところからすれば、総合的に判断をしていかなく

ちゃいけないと思いますけれども、久間の場合はコミュニティセンターの前に40トンの防火

水槽ができましたので、そういった防火水槽についてはクリアをしたのではないかというふ

うに思っておりますので、今後どういうふうに使っていったがいいのか、そこら辺について

は十分検討をしながらというふうに思っているところでございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

できるだけ早くどうするかというようなことを慎重に早く検討をしていただきたいなとい

うふうに思います。

次に、久間小学校の体育館の横のトイレ、それから、シャワー室等がありますけど、あれ

がほとんど使われていない、そしてまた、あそこはどうも死角になっていて何か事件が起き

たら大変だということも聞いております。そういうことで、早く解体をすべきじゃないかと

いうふうに思いますけど、いかがでしょうか。

○議長（田中政司君）
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教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

久間小学校の体育館の裏手にあるトイレの件でございますけれども、私も何回か行くたび

に見ますけれども、非常に古くて暗くて危険度が高いというふうに認識をしております。調

べてみますと、昭和56年度に建設をされておりまして築38年経過をしているところでござい

ます。片一方のほうはシャワー室があって、トイレになっているという状況でございますの

で、あそこの場所がないと、今のところは体育館にはトイレがついていないもんですから、

撤去してしまえば、校舎のほうのトイレを利用するというふうになると、夜とか土日に関し

ては非常に不便だというふうに思っておりますので、そういうことからすれば、プールの敷

地の跡の部分のときに合わせて検討する必要があるのかなと思っております。

特に体育館に接続をするトイレでございますので、バリアフリー化も今後は考えていかな

くちゃいけないと思っておりますので、そういうところに合わせてトイレについてもプール

とセットで検討させていただければと思っているところです。

以上です。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

もし本当に事件、事故が起きたら、誰が責任を取るのかというようなことにも発展いたし

ますので、プールの検討はまた別に、トイレだけはどこかに造って、あれは取り壊すべき

じゃないかというふうに思いますけど、そこら辺どうでしょうか。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

安全面からトイレを崩して別の場所にという御指摘でございますので、御指摘のとおり、

非常に安全上問題のある地域に建っているというのは認識をしております。したがって、ト

イレについてはちょうど大草野のほうでトイレを造った場所がありますので、先日見に行き

ました。非常に防災広場に設置をしてありましたので、ああいうトイレができたらいいなと

思って見てきたところでございますので、首長部局とも相談をしながら極力早めにというふ

うに思いますけれども、いずれにしても、プールの件もございますので、慎重に協議をして

いきたいというふうに考えております。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）
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ぜひ早急な検討をしてはどうかと思いますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。

それでは、次に行きます。

有害鳥獣被害対策についてでありますけど、墓地を荒らすイノシシ対策に補助はできない

か、お尋ねをしたいと思います。

○議長（田中政司君）

農業政策課長。

○農業政策課長（井上 章君）

お答えします。

現在、農業政策のほうで補助の準備しておりますけれども、農作物の被害を守るという観

点から補助を設置しておりますので、生活環境の面での補助ということは現在のところ対象

外ということでしております。

以上です。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

私の質問がちょっとまずかったなというふうに思いますけど、いわゆる墓地といえども、

無縁墓地ですね。そこを掘り起こす、そういった被害が出るというようなことを聞いており

ます。そういうことで、ワイヤーメッシュ、ああいったものを使ったらどうなのかなという

ような声が出ているわけですよね。そういうことで、環境整備補助金というのがあるわけで

しょう、その中に盛り込んだらどうかなというふうに思いますけど、いかがでしょうか。

○議長（田中政司君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（福田正文君）

お答えをいたします。

環境下水道課のほうの補助のメニューであります環境衛生整備事業等の活用についての御

提言というふうに理解をいたしております。

この補助金につきましては、題名のとおり、生活環境ということでの支援メニューという

ことになっております。といったことで、今、議員御発言のいわゆる墓地については現状対

象という捉え方が厳しい面がございますので、内容等について部内で勉強をさせていただき

たいというふうに思っております。

以上です。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）
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全国の自治体の中にはそういった墓地の環境整備に対する補助、そういったものをやって

いるところもあるんですよ。そういったこともやはり地域を守っていくためにもぜひ必要だ

というふうに思うわけです。そんなに予算は要らないと思いますよ。ぜひ検討していただき

たいなというふうに思いますけど。

○議長（田中政司君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（福田正文君）

お答えをいたします。

先ほどお答えしましたように、部内で検討をさせていただきたいというふうに思います。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

ぜひいい方向に検討をしていただきたいというふうに思います。

それでは、次に行きます。

農業振興についてであります。

湿田の暗渠排水事業に市単独の補助を行えないか。これは今回で３回目ですかね、私も質

問をしているんですけど、これについてお尋ねをしたいというふうに思います。

○議長（田中政司君）

建設部長。

○建設部長（副島昌彦君）

お答えします。

暗渠排水の単独補助につきましては、何回となく御要望されているということは承知して

いるところでございます。

ただ、うちのほうで、近くでいえば、おととしについても要望調査をいたしました。その

ときに暗渠排水につきましては要望がなかった。そして、去年６月議会のときもそういうふ

うなお話がございましたので、昨年の要望調査につきましては、暗渠排水事業に関しては規

模とか、そういうのを問わない、事業費用を問わないような形でアンケートを取ったところ

でございます。そこにおいても要望はございませんでした。ということで、そういう意味で

の事業の考えというのはなかったということです。

ただ、そういうお話が私たちのほうにもどんどん入ってくれば、アンケートを問わず、

入ってくれば、またそういうふうな意味での検討はするべきだと思いますので、そのような

方向でお願いしたいと思います。

以上です。

○議長（田中政司君）
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山口政人議員。

○13番（山口政人君）

区長さんあたりに要望の取りまとめをお願いしたというようなことなんですけど、私も二、

三人の区長さんに問合せをしたことがあります。そういった中で、ありゃ、そがんとのあっ

たとかなというようなことなんですよね。確かに温度差はあると思いますけど。ですから、

いわゆるそういった暗渠排水をしなければいけない農地の所有者までには声が届いていない

というようなことが考えられるわけですよ。そういったことで、善後策をぜひ講じていただ

きたい。これはいっぱいあるんですよ、国、県、こういった制度に乗らない水田がですね。

そういうことで、ぜひ今後は善後策を講じていただきたいなというふうに思いますけど。そ

んなに一遍にできるわけないんです。予算もそんなに要らないんです。そういうことで、ぜ

ひ検討していただきたいと思いますけど、いかがでしょうか。

○議長（田中政司君）

建設・農林整備課長。

○建設・農林整備課長（馬場孝宏君）

お答えいたします。

昨年、農業農村整備事業の要望ということで、これまで今の行政区長さんのほうにだけ要

望調査という形で文書をお渡ししていたかと思います。今後、そういう周知といいますか、

そういうところができていないという御意見もありますので、班回覧とか、そういう形でも

少し周知が広くできるような方向性でアンケートを取りたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

農地を守っていくためにも、ひいては地域を守っていくということにつながるわけですよ。

ぜひいい方向で検討していただきたいなというふうに思います。

それでは、最後に財政改革についてであります。

今後、新型コロナウイルスの影響で財政運営はどうなっていくのかなというふうに危惧す

るわけですよ。そこら辺をお尋ねしたいというふうに思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

今後の見通しということでありますけど、まず、入りのほうでいきますと、やはりこうし

た新型コロナウイルスの感染拡大に伴っていろんな事業者の経営悪化とか、そういったとこ
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ろもあれば、どうしても入りというものは個人の住民税も含めて少しどれぐらい減るのかと

まではまだ見通せない部分もありますけれども、大幅に増えるということは考えにくいので

はないかと。それを前提に今後の財政計画を立てていく必要があろうかというふうに考えて

おります。

出の部分でまいりますと、こうした緊急対策、国の支援も受けながら、なるべく市民負担

のない形でやっていきたいというふうには思っておりますけれども、やはりそういったとこ

ろで特別の予算を今回もいろいろとお願いをしている部分もございます。

そして、これからあらゆる政策にオンラインと、そして、非接触という形での政策展開を、

これは必須、必ず必要なものになるんではないかなというふうに考えています。例えば、窓

口のお金のやり取りのキャッシュレス化とか、そういったことも含めて感染予防対策という

ものを織り込んだ新たな予算措置、投資というものも必要になってくるというふうに思って

いますし、先ほどの御質問をいただいた避難所の運営の在り方もそうですけれども、人的な

行政コストというのもこれからどんどん増えていくのは避けられないことだというふうに

思っておりますので、今後も財政規律をしっかりキープをしながらも積極的に市民の命を守

るということを前提に我々もある程度の財政出動も織り込まなければならないというふうに

考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

新型コロナウイルス対策の財源、今後どのくらいの財源が回せるのか、そこら辺を伺いた

いと思いますけど。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

どれほどというところになると、非常にまだまだ今後のいわゆるウイズコロナ、アフター

コロナの時代の全容を描けているというわけではない、これはどこもそうだと思いますし、

国もそうだというふうに思っております。そういうことで、いろいろ予備費がウン兆円とい

うような話も少し国会のほうであったようでありますけれども、我々としてはなるべくそう

いったことがないように議会の皆さんにもしっかり御説明をしながら、やはり今後の財政計

画の見通しをどこかで立てなきゃいけないというふうには思っておりますので、ただ、現時

点ではちょっと難しいということでありますが、我々としてもコロナ後の社会づくりにどれ

だけお金がかかるのか把握しながらやらないと、どうしても財政規律、そういったところに
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緩みが生じるというのは思っておりますので、その辺はまた議会の皆様にも時が来れば御説

明を申し上げたいと考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

今年度、いわゆる事業の見直しということも考えていらっしゃるのか、お尋ねします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

特にイベント等々とか今年度既に中止が決まっている、ほぼほぼ中止の方向だというもの

もあろうかというふうに思っております。そういったところをどう活用するのか、そこをど

うするのかということも、それはそれで私たちも早急に議会の皆さんに説明をして組み替え

るということも考えていかなくてはならないかなというふうに考えておりますが、なかなか

現時点ではまだまだ先が見通せない、第２波、第３波の動向もありますので、今後の動向も

踏まえながら対応してまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

山口政人議員。

○13番（山口政人君）

財政計画については本当に先が見通せないというふうに思っております。そういうことで、

何でもかんでもするというわけにはいかない。将来の健全財政に向けてしっかりと取り組ん

でもらいたいなというふうに思いますけど、いかがでしょう。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

議員御指摘のとおり、その辺の後々出費があるということは私も覚悟しているというふう

に申し上げたとおり、その辺はある程度後々の出費を念頭に置きながら、今できることとし

てはあまり出血大サービスということにならないように、我々も財政規律を重んじていく必

要があると考えています。

以上でございます。

○議長（田中政司君）
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山口政人議員。

○13番（山口政人君）

あくまでも緊縮財政にならない、いわゆる住民サービスがあんまり低くならないような、

そういったやり方が必要かというふうに思いますので、ぜひそこら辺も考えながら財政運営

をやっていただきたいなというふうに思います。

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（田中政司君）

これで山口政人議員の一般質問を終わります。

一般質問の議事の途中ですが、10時55分まで休憩いたします。

午前10時46分 休憩

午前10時55分 再開

○議長（田中政司君）

再開します。

休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。

３番諸井義人議員の発言を許します。諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

おはようございます。議席番号３番諸井義人です。ただいま議長の許可をいただきました

ので、通告書に従い、質問を行います。

現在、全世界で猛威を振るっている新型コロナウイルスですが、日本を初め、世界中の

人々が半年たっても太刀打ちできない現状にあると思います。ワクチンの開発を急ぎ、早い

収束を願っているものでございます。そんな中でも、季節はいつものように移り替わってい

ます。今年も田植のシーズンになりました。米を栽培する農家にとっては一番忙しい時期で

あります。新型コロナウイルスに惑わされている余裕なんてない状況だと思います。しかし、

マスク、手洗い、ソーシャルディスタンスといった新生活様式を誰でも受け入れなくてはな

らない。そうしなければ新型コロナウイルスに打ち勝つことはできない世の中になってし

まったなというふうに思っております。

それでは、質問に入ります。

新型コロナウイルスの影響で３月から５月にかけて長期にわたり学校が休校となりました。

その間、学校の先生や親御さんにおかれましては、大変な御苦労があったと承知しておりま

す。今回は、その影響についてお尋ねをいたします。

最初に、授業時数の確保及び教育課程の進度調整はどのように図られておられるかをお尋

ねいたします。

壇上からは１つの質問にして、再質問及び以下の質問については質問席において行います。

○議長（田中政司君）
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ただいまの質問に対して答弁を求めます。教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

おはようございます。諸井議員の第１問、教育問題についてお答えを申し上げたいと思い

ます。

まず１点目でございますが、授業時数の確保及び教育課程の進度調整についてお答えを申

し上げたいと思います。

嬉野市では、例年夏休みを約１週間短縮して８月25日から授業を開始しておりました。し

かし、新型コロナウイルス感染症に係る臨時休校が４月21日から５月13日までの期間にわ

たってありました。授業時数確保のため、夏休みをさらに短縮することとしております。授

業日をどの程度確保すればよいかを各学校に照会し、短縮する期間を検討いたしました。

その結果、今年度の夏休みの開始を７月23日に、終了を８月19日にしております。嬉野市

は２学期制のため、３学期制より授業時数の確保が可能になっておりますので、現段階でお

示しをしましたように、今回の夏休みの短縮によって授業時数の確保はできるものと思って

おります。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

今回、私、この質問を出しておりましたら、昨日、佐賀新聞を見ておりますと小・中学校

短い夏休みという題名でありまして、そこのところには県内各自治体の一覧表が載っておる

わけですけれども、先ほど教育長がおっしゃられた７月23日から８月19日までの27日間を嬉

野市は夏休みとしますということでした。それを、全県下の中で見ますと、やはり嬉野市は

一番長い夏休み期間となっております。

それは、教育長がさっきおっしゃられていた２学期制だけの効果なのか、もっともっと詳

しく見れば、４月から５月の途中まで休みだったんですけれども、こま数として大体、中学

３年生、小学校６年生ぐらいを代表に取ると、どの程度、何時間ぐらいこま数として結果に

なっていたか。それを補充するためには、どういうふうにして、例えば１日５時間の授業時

数のところを６時間にしているとか、いろんな会議──職員会議とか研究会とか、いろんな

６時間目を使って会議が行われておりますけれども、そこら辺を全部削減して夏休みまでに

ほとんど授業時数を幾らか回復できるようになったのか、そこら辺をお尋ねいたします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

ただいま新聞記事についてでございますけれども、中身を見ますと、最長は嬉野市の28日
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間ということで表記をしておりまして、県内では一番長い、余裕のあるものだと思います。

それは、先ほど申し上げましたように、エアコンがついてから１週間早くしているという

部分があります。それから、もう一つは２学期制を取っているというふうなことでございま

す。

そのほか、いわゆる今回お休みをした日は13日ございます。ある中学校の例を示しますと、

13日ありまして、例えば、今、時間で言われましたように６時間の日が11日あります。５時

間の日が２日あります。13日ですね、これで。その中で、どうやっていくかということを具

体的に見ますと、行事あたりを見直しいたしております。例えば、体育大会を準備、文化祭

の準備、そういうものをうんと縮めてやっております。例えば、既に終わった卒業式などは

在校生を入れなくて卒業生だけやりましたね。そういう具合にすると在校生の授業時数は確

保できるわけです。ですから、そういったことで文化祭、体育大会の行事の見直し。

それから家庭訪問を今年はやっておりません。いわゆる家庭訪問については、やはり家庭

で密になるという場面がございますので、どうしても気になる方については電話で連絡した

り、あるいは学校に来てもらったりというようなことですね。

それから、各種の講演会あたりを中止にしていく。嬉野市内で寄って先生方が研修をして

いただく内容等についても、中止、延期をいたしております。

それから、総合的な学習の時間を、どちらかというと前半に入れなくて後半に残しており

ます。

そういう具合にして、どちらかというと行事等を軽減して時間時数を確保していくという

ふうなことで生み出しているところです。

したがって、各学校によっては、そういったところもありますし、小学校によっては朝の

15分の授業を３日間重ねて、モジュール方式で積み上げて１時間とカウントするとかですね。

そういう工夫もしている学校もございます。

そういう具合にして13日で欠けた時数については、いわゆる充足をさせていこうというふ

うなことですね。

嬉野市の大きな特徴は、やはり２学期制で、いわゆる時間数を多く確保できているという

のが大きな特徴であるというふうに思っております。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

こういうことになるということで、ある程度予測をして、いろんな行事等の精選をしてい

かれた結果がこういうふうにつながったんだなということが分かりました。ありがとうござ

います。



- 164 -

２番目に入ります。

嬉野市においては、体育の授業でプール授業が夏はあるんですけれども、県下の中でも、

いち早くプールの授業は行いませんということが発表されました。それは、文科省の通達か

何かあったのでしょうか、お尋ねします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

プールの水泳授業についてお答えをしたいと思います。

いち早くというよりも、むしろ西側の教育長と横の連絡を取りながら、さらに県の体育保

健課の指導等を受けながら最終的には判断をしております。

そして、国のほうからも５月27日付で水泳授業についての取扱いの通知が来ております。

いわゆる新型コロナウイルス対策で安全対策ができないことにあっては、今年に限ってはし

なくていいというふうな通知も裏打ちとしてあるというのを聞いておりましたので、そう

いった意味で水泳については、今回は中止をしようというふうなことでございます。

特に、プールの授業は、どうしても更衣室で着替える場合に密になります。特に、女子生

徒さんがいらっしゃる更衣室は、いわゆる窓を閉め切って更衣をするというケースがあるわ

けでございますので、そういったところでは非常に密度が高く、感染のリスクが高いという

こともあります。

それから、天気が続いたりすると塩素の濃度が落ちるんですね。そうすると、プールの中

の水についても感染の可能性があるし、そういったこともあります。今度は、大雨が降ると、

また塩素の濃度が下がりますので、そういうところのこともあります。

そういったことあたりを総合しながら先生方の働き方改革でいけば、主にプール管理は体

育主任がしておりますので、どうかすると土日あたりは出てきてしなくちゃいけないという

ふうなこともございましてですね。今年に限っては、とにかく水泳授業については見送る方

向でというふうなことでございまして、県下でも、ほとんどの市町で水泳は中止の方向で

行っているのが現状ではないかと思います。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

今のお答えで大体分かりましたけれども、やっぱり佐賀県だけじゃなくて全国的に水泳を

やめる動きが相次いでいるという形で新聞のほうにも載っておるわけですけれどもですね、

ただ、三密という問題だけじゃなくて、水泳の授業を行わないと水難事故の可能性が出てく

るんではないかと言われております。今現在までも数名の方が川に落ちたとか、兄弟で川に
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遊びに行っていて亡くなったという報道があっておりますけれども、そういう水難事故に対

する子どもたちの指導はどういうふうにされる予定でしょうか。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

水難事故については、水泳の実技はしなくても、そういう水難事故に遭うケースがあるの

で、いわゆる普通の授業の中で指導をしていきなさいという部分の通知がございます。それ

に基づいて水難事故の心得みたいな表現でしょうか、そういうもので指導をしております。

特に、中学校においては、中学１・２年、どちらかの学年で水泳をするということでござ

いますので、２年生は昨年やっていますのでいいわけですが、１年生は今年水泳をしていま

せんので、来年度は必ずしなくてはならないという状況もございます。そういったことで、

中学校は今年に限って水泳は中止ですけれども、来年はぜひ実施をしていきたいと考えてい

ます。

小学校においては、おっしゃるように、そういった部分含めて、できれば民間プールあた

りのところで水泳あたりに御家族で行かれるとか、お孫さんを見られるとかいうことも命を

守る方法の一つになっていくんではないかなということも考えているところです。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

ぜひ水難事故に対しては強い指導をしていただいて、子どもたちの悲しい事故が起きない

ように指導をしていただきたいと思います。

水泳の授業はしないということですけれども、ほかにも、この主要教科以外での単元の削

減は幾らかあったりしていますかね。例えば、音楽とか美術とかありますけれども、主要教

科以外がですね。そこら辺はカリキュラムどおりに進んでおられるわけでしょうか。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

小６と中３に関しては、どちらかというと、実技教科については後半にまとめる指導を呼

びかけております。これは国の指導もそうですね。したがって、５教科を中心に前半にまと

めておると。後半にカリキュラムを移行して後半にやるという方向でございますので。ほか

の学年については従来のとおりで、ただ第２波、第３波が来る可能性もありますので、そう

いったものを頭に入れながら、学校では今のところは、どちらかというと実技教科的なもの

を後半にまとめているという状況が見られます。
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以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

確かに最終学年、６年生とか中学３年生においては来年２月から３月にかけての入試もあ

りますので、通常どおり入試があると思いますので、カリキュラムの消化のために後半に実

技教科を幾らか移しているということです。ぜひそういうふうにして子どもたちの進路に問

題がないような指導をお願いしたいと思います。

次、３つ目です。

中体連の地区大会や県大会の開催はどうなっておるでしょうかということですけれども、

佐賀県においては全国に先駆けて高等学校のＳＳＰ杯が現在行われておるわけですけれども、

そこら辺を踏まえて、中体連としてはどういうふうな態度を取っておられるかをお尋ねしま

す。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

中体連の開催についてということでお答えを申し上げたいと思いますけれども、５月26日、

佐賀県中体連が県中体連総合大会の中止を発表いたしました。その中止の理由といたしまし

ては、４点ございました。新聞記事に書いてございますので、復唱は避けていきたいと思い

ますけれども、そこで、地区中体連は今のところ、新型コロナウイルス感染症予防対策を踏

まえて、７月の11日、12日、18日、いわゆる土日を使って、授業カットにならないようにで

すね。その３日間の方向で協議が進められております。これは嬉野市、鹿島市、太良町の部

分ですね。そういう方向で進めております。

会場となる施設の借用等によっては、例えば、五月雨方式になることもありましょうけれ

ども、試合のやり方等を工夫しながらやっていくというふうなことで、それぞれの種目に

よってやり方、流し方が違いがあるようです。高校あたりは無観客の話がありますけれども、

義務制、中学生の場合は無観客の話は今のところは聞いておりません。したがって、そう

いったやる方向で、今、細かい手順の打合せをしているところです。

特に、小人数のチームの種目等がございます。一番話題性が高いのは塩田中学校の男子の

バレーボールはこの地区内に１チームしかございませんので、塩田中学校の生徒さんで１

チームつくって、社会体育の分野の嬉野中学校チームみたいな形で、社会体育ではございま

すので、そちらのほうで１チームつくってやろうという方向に今進んでおります。

それから、あと、男女のバスケットボール、ソフトボール、そういったところは２チーム

しかございませんので、そういったところでやろうというふうなことでございます。
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それから、今のところクエスチョンがついているのが柔道ですね。柔道協会の関係の許可

が出たらやろうという話でありますけれども、そこのところはクエスチョンだというふうに

聞いております。

それ以外は、一応、感染対策をしながらやってくというような方向で進んでいるようでご

ざいます。

以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

中体連に関しても、地区大会までは何とかこぎ着けてやりたいということですけれども、

ぜひいろんな対策を取っていただいて、今年の３年生は、高校３年生もそうですけれども、

非常にかわいそうな年になってしまったなというふうに私も痛感しております。子どもたち

が一生懸命、今まで磨いてきたことを発表する場がないというか、九州大会、全国大会へつ

ながっていけば、自分の進路もそこで開けてきている生徒も今までいっぱいいたわけなんで

すけれども、そこら辺の進路がどうなるのか心配している状況です。

関連してですけれども、運動部活や芸術部門の部活等で優れた生徒は、県内はもちろん、

県外への留学というか学校を選択したり、県内においては特別選抜というふうな進路の方法

があったわけなんですけれども、そこら辺の進路への影響はいかがなっておりますか。今分

かっている状況で教えてください。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

中体連あたりの、多分高校の先生あたりは見に来られるというふうに思います。

と申しますのは、今、佐賀県でＳＳＰがあっていますけれども、各大学の方あたりも来て

いらっしゃるというふうな新聞記事等もございますので、そういったところもございます。

それから、これまでのやはり中学１年、２年の積み上げもあるわけですね。ですから、あ

る程度の予想はつけられているんじゃないかと思いますので、スポーツ、あるいは芸術に関

する特別選抜あたりは入試であるようになっていますので、そういったところあたりで見て

いただくのではないかなというふうに思っているところです。

ですから、これまでの選抜とそう変わらない状況で流れていくんではないかというふうに

思っております。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。
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○３番（諸井義人君）

やはり運動や芸術で優れた生徒は、それ以上に伸ばして、日本を代表するような人に成長

していってもらいたいと思いますので、そういう進路があるならば、ぜひ活用していただい

て、競技力向上のために、いい進路が選べることを望みます。

あと１つ、中体連についてですけれども、秋に開催されていた駅伝大会、昨年男女優勝し

た塩田中学校がおりますけれども、駅伝大会については今後どのような状況になるように

なっていますか。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

冬場にある駅伝でございますけれども、佐賀県大会の中止はまだ聞いておりません。まだ

判断はしていらっしゃらないというふうに思います。

以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

ということは、今現在、塩田中陸上部というか駅伝部というかな、嬉野中学校にしてもそ

うだと思いますけれども、活動は大会を目指してやっておられるということで理解していい

わけですね。はい、分かりました。

そしたら、次の質問に入ります。

先ほどの教育長の答弁の中においても、運動会の行事やいろんな行事を精選して授業時数

を確保したということですけれども、子どもたちが楽しみな行事の中に修学旅行と運動会が

挙げられるかと思います。

修学旅行についてお尋ねします。修学旅行、中学校においては４月、５月の予定があった

かと思いますけれども、その後、中学校においてはどのように対応をされておられるのか。

また、小学校についても修学旅行をどのような対応をされているのか、お尋ねします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

４点目で修学旅行ということでございますけれども、修学旅行は春に予定していたものを

秋にということで、今のところ、変更されております。

ただ、文科省からのガイドラインあたりが来ておりまして、国内修学旅行の手引という通

知が先日参りました。そこあたりを参考にしてみますと、やはり感染防止対策を最優先にす

るというふうなことでございまして、特に３つの密をクリアしないとなかなか厳しいという
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ふうに思います。

といいますのは、ふだん検温をして、マスクをはめて、手洗いをして、換気をしてという

のがあるんですけれども、修学旅行に関しては、一番密になるところは宿舎、ホテルでの宿

泊だというふうに思っております。これまではどちらかというと、６人部屋に６人を入れて

という形にあったと思いますので、それが密にならないためにはどの程度するのかですね。

もっと極端な言い方をすれば、ビジネスホテルみたいに１人部屋当たりにするとかですね、

そういうことをしないと密になる可能性が非常にあると。

それからあと、移動手段のバスです。今まで１学級１台で担任がついて行っていました。

それを今度は密にならないためには半分にした場合に、今度はバス賃の場合が２台必要にな

りますね。そういうところもあって、いわゆる見直しも必要なのかなと。果たして、２泊３

日が必要なのか、行き先は本当に大丈夫なのかというふうなことあたりを本当に総合的に判

断して、行き先、日程等を組み込みながら今年の場合はやらざるを得ないと。

ただ、議員が言われますように、子どもたちにとっては、私たちも修学旅行行ったんです

けど、すごい思い出があるわけでございますので、最大の思い出づくりになるわけでござい

ます。学校の授業では学習できない部分が多くありますので、そういった部分をきちっと精

査していきながら、そして、ぜひ私自身はやってほしいなというふうに思っているところで

ございます。修学旅行についてこれから特に、今申し上げたようなところの密にならない部

分の取組というのも、大いに検討していかなくてはいけないんじゃないかというふうに思っ

ております。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

今、お答えされたとおり、修学旅行は３密の可能性が非常に高いわけですね。それをぜひ

とも何とかクリアして、子どもたちのいい思い出となるような、一生の思い出となるような

修学旅行をぜひ催しをしていただきたいとお願いをいたします。

しかし、やっぱり新型コロナウイルス、先々どうなるか見通しが利かないような状況だと

思います。２学期あたりに修学旅行をするというふうにされておられるわけですけれども、

小学校及び中学校の宿泊を伴う修学旅行については、今日言って泊められるというような状

況ではないかと思います。予約するときは１年前から予約をして、親御さんたちはずっとそ

れに向けて積立てをしてもらっているわけですね。１年前から予約をしているものだから、

今回の新型コロナウイルスにおいて、もしできないというような状況が発生した場合、キャ

ンセル料についてはどのような取扱いになるのか、お尋ねをいたします。

○議長（田中政司君）
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教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

変更した場合のキャンセル料、あるいは行かなかった場合のキャンセル料ということでご

ざいますけれども、今聞いているところでは、５月実施の部分を秋に持っていった場合の日

にちの変更についてはスムーズに行っております。

ただ、そこの段階ですので、どの手前の段階で、いわゆるうちばっかりじゃなくて、どこ

でも、よその学校も集中するわけですね。ですから、例えば、ある学校では５月の部分を９

月の終わり頃と10月の頃と２回、２つの日程の仮予約をしてあったです。そうすると、やは

りよそもそういうふうな形で動いてくるもんですから、業者さんあたりはどっちかに絞って

くれと言われる状況が今、発生をしているということです。

ですから、完全にキャンセル料がどうなるかについては、これから旅行業者との相談等に

なるかと思いますので、できるだけキャンセルをした場合、日程を、例えば３日間を２日間

にした場合とかですね。そういうところについては交渉を各学校やっていくというふうなこ

とになるかと思いますが、今、具体的に答えることはちょっとできない状況でございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

できるだけキャンセルが生じないように実施できることを願っております。

ただ、やっぱりキャンセルをしなければいけないような状況になった場合は、キャンセル

料も出てくるかと思います。隣町というか太良町においては、既に今議会において修学旅行

のキャンセル料を補正予算で上げておられるようなところもありますので、嬉野市において

もそういうふうな状況になるかもしれないという形で把握をしておいてもらいたいと思いま

す。

また、次に移るというか同じ項目ですけれども、運動会とか文化祭は子どもが成長する過

程の中で、一つの大きなチャンスになっているかと思っております。運動会を経たらみんな

のチームワークがとれるとか、リーダーシップがとれるとか、また文化祭においても同じ合

唱をしたら学級内の輪が取れるとか、いろんなことでいい効果があるわけなんですけれども、

そこら辺の文化祭等については、今のところ縮小という形で検討をされておられるのか、お

尋ねをいたします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

学校行事の部分ですけれども、特に文化祭等については時間数の確保の時点で、いわゆる
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これまでよりも縮小した形でやるという方向を聞いております。

それから、運動会等についても専門家会議の御意見あたりを見ますと、やはり密になる部

分がありますので、そういった意味では子どもたちが接触する、密になる競技ですね、種目

等じゃなくて、今後検討しなくてはならないと思います。

特に、運動会ではプログラムあたりは、どちらかというと、これまでは雨の日のプログラ

ムを組んでおりましたので、そういう形でのものとかですね。それから終日するんじゃなく

て半日でこなす運動会であるとか、そういった形で組まざるを得ないんではないかというふ

うに思います。

運動会については、これまでは地域の方と、コミュニティと合同でしておりましたが、今

年に限っては学校独自でさせてくださいということでお願いをしておりますので、１校ほど

既に運動会を終了したところがございますけれども、学校だけでやっていただいております

ので、そういう具合に時間数的に軽減をする、密にならない工夫しながらやっていく方向で

はございます。

同じように、文化祭等についても、やはりやっていく、そういった方向でと考えておりま

す。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

やはり子どもたちが楽しみにしている行事等は、幾らか簡略化されても、できるだけ実施

するような方向でお願いをしたいと思います。

では、最後の質問に入ります。

学校が再開されて１か月近くがたちました。今後の予防対策及び安全対策についてお伺い

をいたします。

先日の新聞報道によると、塩田中学校がフェースシールドをして授業を行っているとか、

音楽のときは外に向かって歌を歌っているとかいうふうなことを書いてありましたけれども、

今後、嬉野市としての予防対策等はどのようになされていく予定なのかをお尋ねいたします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

今後の予防対策及び安全対策についてということでお答え申し上げたいと思いますけれど

も、学校再開後も３密を避けること。マスクの着用等、これまでと同様に感染予防対策に努

めているところでございます。

５月22日付で文部科学省から、学校の新しい生活様式に係る通知文が出されました。新型
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コロナウイルス感染症予防対策を講じなさいということでございますので、その新しい形で

の状況を組んでいるのが、先ほど言われましたように、塩田中学校では、新聞でも出ており

ましたけれども、飛沫防止の授業ということで、やっているというふうに出ております。

そのほか、久間小学校でもフェースシールドをしていますし、これは吉田中学校でござい

ますけれども、感染症予防対策としてソーシャルディスタンスを取りながら運動場にポイン

トをするとか、それぞれ工夫をしています。さらに、図書館に入る場合も図書室に足のマー

クをつけるとか、それからトイレに入る場合にも区切りをするとか、こういう工夫をして、

廊下に白い線を張ってとかですね。広い運動場でも、例えば、吉田中学校では２メートル置

きにポイントをずっと引いているとかですね。それから、嬉野中学校にはグリーンの中庭が

ありますけれども、そこにもちゃんとポイントを打って密にならないというふうなことで学

校での対策を、それぞれ学校の方式で取組はしてきているところでございます。

給食あたりが特に問題でありますので、給食はセルフでやって、そして一斉に、グループ

は組まないで同じ方向を向いて、あんまりしゃべらないで食べるとかですね。そういったこ

とをしながら、それぞれに対策を講じているところでございます。

ただ、給食については、非常に今、給食センターのほうも苦労していらっしゃるんですけ

れども、文科省の通知あたりを見ますと、どちらかというと品数を減らしなさいという指導

もあっております。嬉野の場合は御飯と吸い物と副食で、そのほかあるわけですね。それあ

たりをしたりとか、どうかしたところは弁当方式で配るだけとかですね。そういうふうなと

ころもあるようでございますので、今後、給食センターへの運営会議あたりで子どもの、い

わゆるエネルギー源を落とさないで、そういったことも今後検討する必要があるのかなとい

うふうに思っているところでございます。

以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

詳しく説明、ありがとうございます。

やっぱり学校現場でクラスターが発生したら、大変なことになるわけですね。子どもの命

をそこで落とすようなことになれば、全国ニュース、トップの悪いニュースということにな

りかねないので、ぜひとも安全対策、予防対策を強力にお願いいたします。

市長部局にそこでお願いなんですけれども、やっぱりエアコンを夏とか冬も全部回します

よね。そのときに、ここでもそうですけれども、換気が必要だということで１時間ごとに学

校は換気をすることにはなるかとは思います。そういうことで今年の電気代、昨年に増して

１割、２割以上の電気代の増加が見込まれるかと思います。そういうときの財政措置をぜひ

よろしくお願いいたします。市長、ひとつお願いいたします。



- 173 -

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

当然、熱中症で搬送されるのと、また新型コロナウイルスに感染するのと、どちらもあっ

てはならないことだというふうに思っておりますので、そこを両立させるためにも換気をし

ながらエアコンということで、やはり電気代はある程度やはり跳ね上がるのではないかとい

うふうに我々も予想をしております。

しかし、そういった運用面では若干の工夫は必要だというふうには思いますけれども、

じゃ、そこをけちって、じゃ、子どもたちを危険にさらすということはあってはならないと

いうふうに思っておりますので、我々としても今後の財政計画の中で、やはり支出増の要因

として、やっぱり織り込んだ全体的な財政運営を心がけてまいりたいというふうに考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

学校の電気、市役所もそうだと思いますけれども、今現在、オンデマンドが効いています

よね。オンデマンドである程度の電気量行くと止まってしまうわけですよね、ビービー鳴っ

て。そこら辺の調節をもう少し上げて行うような措置を、教育部長、お願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

次の質問に入ります。

空き家対策とか固定資産税についてです。

少子・高齢化や産業構造の変化により、土地や家屋の相続が非常に難しくなってきている

昨今です。また、後継者不足という問題が生じており、特に農業においては顕著な形で現れ

ております。空き家や農地について今後の活用をお伺いいたします。

空き家の現状と課題をどういうふうに捉えておられるのか、お尋ねをいたします。

○議長（田中政司君）

総務・防災課長。

○総務・防災課長（太田長寿君）

まず、空き家の実態につきましては、５年に一度の実態調査を実施しているところでござ

いまして、平成28年の調査におきまして把握をしている市内の空き家の件数は482件となっ

ております。昨年度は特定空家の行政代執行が１件、それから崩落危険の家屋に対する緊急

安全措置を１件行っております。
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そして、空き家対策につきましては、平成29年度に嬉野市空き家等対策協議会を発足いた

しまして、空き家等対策計画のもとに空き家に対する相談窓口の紹介や適正な管理のお願い、

空き家バンクの登録の勧奨について周知を行っておるところでございますけれども、実際に

問題ということで申しますと、相続や解体費用の面において解決が困難なケースというのも

数多くございます。さらに、今後、制度の周知方法や補助金制度について協議会等で検討を

行いながら進めていかなければいけないと考えているところです。

以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

空き家の数が現在482件、市内であるということです。

昨日、嬉野市の空き家バンクに何件ぐらい登録されているのかということで私も見てみま

した。土地じゃなくて家のほうに限ると13件ぐらいが現在、空き家として空き家バンクに登

録をされております。売れたのはちょっと除いて、まだ売れていないところを見ると13件ぐ

らいですけれども、年間、空き家の登録の状況はいかがなものですかね。13件ぐらいで、

もっともっと増やすべきなのか、それぐらいであればいいのかという、どういうふうな感じ

を持っておられますかね。

○議長（田中政司君）

企画政策課長。

○企画政策課長（三根竹久君）

お答えをいたします。

空き家バンクの登録件数ですけれども、平成26年から制度が始まりまして、累計で65件の

登録があっております。そのうち成約したものが33件で、持ち主が死亡とかでちょっと２件

が登録から外れていると。

先ほどの議員の御発言のとおり、今、ホームページのほうに掲載しているのが13件で、あ

と17件が保留ということで、ちょっとホームページに載せるには鍵がなかったり、そこまで

たどり着く道がなかったり、そういったすぐには活用できそうにもないような空き家が17件

となっております。登録状況としては以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

昨今、新型コロナウイルス等の関係もありまして、都市に集中をしないで田舎のほうとい

うか、地方のほうへということで動きが幾らか高まっているかと思いますので、嬉野市とい

たしましても空き家バンク等を大いに利用していただいて、都会から安くこちらのほうへ来
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られるような状況をつくっていただきたいと思っております。

もっともっと空き家を整理して、また空き家があると、空き家に対していろんな弊害が出

てくることも考えられますので、空き家のほうはできるだけなくすような政策を取ってもら

いたいと思います。

空き家をそのままにしておくと、税制的なものもあるかとは思いますけれども、つぶさな

いで空き家のままにしておくと、そのままがいいというふうなこともあるかとは思いますけ

れども、そこら辺を何とかクリアして、できるだけ嬉野市には空き家が少なくなるような政

策に転換をしていただきたいと思います。市長、一言、お願いいたします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

議員御指摘のとおり、空き家は放置をすれば地域にとってリスクをもたらす、活用すれば

地域の宝になり得る資産だというふうに我々も認識をしております。

先日、オンラインという形でやりましたけれども、移住フェアに参加をしてまいりました

けれども、今後、都市圏での活動ができるということになれば、やはり積極的に移住を進め

ていく、その際には空き家の活用というものを前面に押し出してやってまいりたいというふ

うに思っております。

本年度当初予算にもお願いをいたしましたハウス団地の構想の中でも、移住して、この嬉

野で農業で志を立てていただく方にも、そういったものを周辺の空き家等を利用していただ

けるような形にぜひしたいというふうに思っております。地域の明日を支える人材誘致とい

う観点からも空き家活用を進めてまいりたいと考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

ぜひ空き家対策について進めてもらいたいと思います。

次の質問に入ります。

農地についてです。耕作放棄地がどんどん増えているような現状がありますけれども、耕

作放棄地の現状と課題をどう捉えておられるのか、お尋ねをいたします。

○議長（田中政司君）

農業委員会事務局長。

○農業委員会事務局長（馬場敏和君）

耕作放棄地の現状は、農業者の高齢化、労働力不足、土地持ち非農家の増加、農地の受け
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手不足、農作物価格の低迷等で農業離れにより農業用地として利用がなされず、年々増加傾

向にあります。現時点で、市内の全農地面積の9.94％、2,287.6ヘクタールのうち、227.6ヘ

クタールが耕作放棄地となっております。毎年実施しております農地利用状況調査により、

耕作放棄地の現状把握に努め、所有者に対し農地活用の意向確認及び耕作放棄状態の改善指

導を行っているところです。

今後も、遊休農地の利活用をより一層進め、耕作放棄地を再生し、利用する取組を推進す

るとともに、再生利用可能な耕作放棄地の利用権設定を進めることにより、耕作放棄地の発

生防止と解消を努めることが課題と捉えております。

以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

農地利用状況調査を年１回行ってやっているということですので、これ以上増えないよう

にといってもなかなか難しい現状がありますので、頑張ってほしいと思います。

農地利用状況調査をして農地利用意向調査をされるということですよね。それによって、

農地として今まで課税をされていたわけですけれども、そこら辺が外れてしまって、農地

じゃない雑種地に変わるというかな、荒廃農地になれば、農地の場合は0.55を乗じて安い農

地課税で行われるわけですけれども、平成28年度の税制改正で平成29年度からは、その0.55

をしないということで、農地に関しては1.8倍に課税評価額が上がるということになってお

るわけですけれども、嬉野市内において、この平成28年度税制改正において1.8倍に跳ね上

がったような農地はどの程度ありますでしょうか。分かりますか。

○議長（田中政司君）

農業委員会事務局長。

○農業委員会事務局長（馬場敏和君）

一応、今のところゼロ件でございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

税務課長。

○税務課長（小池和彦君）

お答えをいたします。

この農地の価格に0.55を掛けるということについては、農業委員会からの連絡が税務課の

ほうにあると、それをしていただいて税のほうの修正をかけるというふうになっております

ので、今、農業委員会事務局長がお答えしたように、報告があっておりませんので、従来の

課税をしておるというところでございます。
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以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

ありがとうございます。嬉野市においては、今現在、こういうことはあっていないという

ことですけれども、今後、農地を利用していない場合、５年以上、ちょっと耕作をしていな

い場合は、そういうふうな対策も取らなければいけないような状況かなと、農地法において

ですね。農地法において、やっぱり農地は農業を営まないと農地として言えないわけなので、

そこら辺について、うまく農業委員さんたちと連絡を取り合ってやってもらいたいと思いま

す。

一昨日、私のうちもこういうふうな税の通知書が来ております。皆さん全部来ているかと

思います。その中において、固定資産税についてはブルーの用紙でこういうふうに来ている

わけですけれども、ここに登記地目と現況地目というのがありますけれども、ほとんど登記

している地目と課税をしている地目は一緒の方が多いかと思いますけど、そこら辺でやっぱ

り嬉野市内においても、それが違っているという、農地と自分は思うているけれども、農地

じゃないというふうに税務課は判断して課税しているような土地はどのくらいあるのか、分

かりますでしょうか。

○議長（田中政司君）

税務課長。

○税務課長（小池和彦君）

お答えをいたします。

議員御発言のどれくらいの件数かということについては、ちょっとすみません、資料等

持ってきておりませんので。それとあと、実際に、じゃ、何件あるかというのを調査したこ

とはありませんので、ここでお答えするようなことはできませんけれども、確かに農地なの

に、実際、資材置き場にして雑種地にしているというふうなところは現実にあります。農地

を車庫にしていたとかですね。そういうところは農業委員会のほうに届けをされているのか

というふうなところで、こういうふうなことがあったよというふうなことを農業委員会に連

絡をするというふうなことは、現にあります。そういうところで、申し訳ありません、件数

についてはちょっと分かりません。すみません。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

そしたら、そういうことがもしあった場合は、地権者との連絡をもう少し密にしていただ

いて、あっ、うちは税金が上がるんだというふうに地権者が分かるような対策を講じてもら
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いたいと思います。

最後の質問に入ります。

収納率。間もなく、また佐賀新聞紙上で出るかとは思いますけれども、毎年、県下市町村

の収納率が上がるわけですけれども、嬉野市の収納率が全県下でやっぱり一番最低の収納率

になっております。最低といっても、ほかの市町については、ほとんど95％以上の市町なん

ですけれども、嬉野市だけは税全体でいうと86％なんですけれども、固定資産税に特化する

と嬉野市においては78.1％の税の収納率というふうに報道をされます。これは県のホーム

ページに載っているので、まさに、そういうふうになっているだろうと思いますけれども、

そこの原因はどのようになっているのか、お尋ねいたします。

○議長（田中政司君）

税務課長。

○税務課長（小池和彦君）

お答えをいたします。

これは個人情報にも関わることですので、正確にここでお答えすることはできませんけれ

ども、サービス業のところに大きな固定資産税がかかっておりまして、それが数か年にわた

り滞納をされているというところです。以前は差押え等もやっておりまして、それがそのま

んま今残っているというふうなところです。この企業については業種を変えられておりまし

て、これは今度、９月議会の決算の報告でちょっとお話をさせていただくと思いますけれど

も、欠損をしております。かなりの額の欠損をしております。

それ以外にちょこちょこ、やはりこの不況によりまして、特に今年度は新型コロナウイル

スの影響で大幅な未収が発生するのではないかなというふうに思っております。今日から徴

収の猶予の受付、今日は嬉野の法人のほうですけれども、始めておりますし、国民健康保険

税の減免の申請の受付もしております。

そのようなことで、ちょっと減収等が発生するのが危惧されるというふうなところで、徴

収率についても、かなり今年度は落ちるのではないかなというふうなところで思っておりま

す。

ただ、佐賀新聞の記事ですけれども、確かに嬉野市は下位のランクというふうなことには

なっておりますけれども、それなりに、この前の辻議員に答弁したときも言いましたけれど

も、若干ではありますが、少しずつ毎年徴収率は上がってきております。

これはすぐ１番になるような大きな何か取組があるかというと、そうではありませんで、

いつも言いますけれども、税の徴収率については地道な取組が必要です。これをしたから徴

収率が５％も６％も上がるというふうな取組はありませんので、これまで県の滞納整理推進

機構ですね、今は県税事務所のほうに職員を派遣しておりますけれども、派遣をしたり、国

税ＯＢの方に来ていただいてアドバイスをしていただいたり、そういうふうな地道な取組を
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続けながら、少しずつ徴収率アップについて取り組んでいきたいというふうに思っておりま

す。

以上です。

○議長（田中政司君）

諸井義人議員。

○３番（諸井義人君）

ぜひ徴収に取り組んでもらいたいと思います。通知書の裏を見ると、滞納処分というとこ

ろに法令に基づき滞納金が課され、財産の差押え等の滞納処分を行いますというふうに書い

てありますので、税金については公平、公正に徴収をされるように希望をして終わります。

以上です。ありがとうございました。

○議長（田中政司君）

これで諸井義人議員の一般質問を終わります。

一般質問の議事の途中ですが、ここで13時まで休憩いたします。

午前11時55分 休憩

午後１時 再開

○議長（田中政司君）

再開します。

それでは、休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。

９番森田明彦議員の発言を許します。森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

皆さんこんにちは。議席番号９番森田明彦です。

さて、３月の定例会より、私たち議会のほうも新型コロナウイルス感染症対策の関係で二

転三転ということで異例の対応をしてまいりました。非日常が当たり前に、今後の暮らしや

経済活動までもが大きく転換していくことが予想されます。また、そのように実際動き始め

てもいます。そして、執行部及び職員におかれましては、現在までの対応に感謝すると同時

に、今後も引き続き必要な職務に当たっていただくようお願いをいたします。

それでは、議長の許可を得ましたので、質問をさせていただきます。今議会では５項目の

質問ですが、通告順序を若干変えさせていただきたいと思います。４項目め、５項目めを先

に質問させていただきます。

壇上からは、まず、民生委員児童委員の問題について。

第１回定例会の市長提案理由の中で５本の柱の説明中、民生委員児童委員の支援制度に触

れておられました。そしてまた、実際委員の方にお話を伺うと、様々な問題、また、苦悩を

お聞きいたします。

そこでまず、１項目めですけれども、平成30年以降の委員定数の充足状況及び活動と現状
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の把握というのは十分に行えているかということを伺いたいと思います。

以下については質問席のほうより質問させていただきます。

○議長（田中政司君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（村上大祐君）

それでは、森田明彦議員の御質問に対してお答えをしたいと思います。

民生委員児童委員について定数充足をしているか等の質問であります。

民生委員児童委員の皆様におかれましては、今新型コロナウイルスも含めて様々厳しい状

況に置かれている人が多い、そして、少子高齢化の時代にあって高齢化で独り暮らしの高齢

者が増える、そういった時代において各戸訪問していただいて、その生活に寄り添っていた

だく。まさに志の高い方のそういった使命感にこの地域福祉は支えられていると言っても過

言ではない状況であります。そしてまた、子どもたちを取り巻く環境も、また新たな局面が

児童虐待の問題であったり、また、子どもの貧困の問題であったり、様々議論される中に

あって、そういった家庭にも目配り、心配りをしていただいていることに改めて感謝を申し

上げるものであります。

その中で、定数につきましては、平成30年以降、嬉野市の委員定数は74名、充足をしてお

りました。その後、令和元年12月の一斉改選において１名欠員が生じておりましたが、本年

２月に補充できましたので、現在は定数どおり充足をしておるという状況であります。

そして、その活動と現状の把握につきましては、毎月の定例会において担当地区の状況報

告の時間が設けられており、定例会には担当職員が同席をしておりますので、情報共有もな

されているものだというふうに思っております。

私自身も年度の初めに関しては必ず意見交換を行わせていただいておりますが、今回はま

だ今年度は実現をしておりませんが、新型コロナウイルスの状況が落ち着くのを待って、直

接私も民生委員児童委員の苦悩というものを耳にして、そして、実際の施策に反映をする必

要があるというふうに考えておるところであります。

先日、こういった感染のリスクも抱えながらの訪問活動も大変だろうということでありま

すので、市内に進出しております縫製工場から頂きました抗菌素材を使いましたマスクを全

民生委員児童委員に提供をさせていただいております。

我々も、委員の皆様にも安心・安全で活動をしていただけるように今後とも支援をしてま

いるとともに、今後ともそういった民生委員児童委員の皆さんが現場で気づいたことを政策

に落とし込んでいくことが重要であるというふうに感じておるところであります。

以上、森田明彦議員の御質問に対するお答えとさせていただきたいと思います。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。
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○９番（森田明彦君）

詳しく説明をいただきました。

再度確認でございますけれども、一時的に不足をした事態があったということで、現在は

充足という確認でよろしいですね。私がお聞きした際に、嬉野地区の町部のほうで対象とな

る方が非常に多い地区だったんですけれども、隣の地区と兼務をしているので、とても大変

だということで、そういうお話を実際伺ったところでした。そういうことで、ただ、現在は

充足をいたしているということですね。

それでは、２番目に行きます。

ちょうど２年前になりますけれども、私が大分市の民生委員関係の実情の調査に当時の委

員会と一緒に参りました。その折に、この民生委員児童委員活動の目安と考え方のＱ＆Ａと

いうすばらしい取組をされておりました。

そこで、嬉野市においてもこのＱ＆Ａの作成、そして、同じく庁内サポート体制について

という目に見える組織化というのを提案させていただきました。その当時、進めていきたい

という旨の答弁があっておりました。庁内全体でしっかりサポートをし、取り組む必要があ

ると強く感じておるところでございますけれども、その後の進捗状況を含めて考えを再度お

伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市民福祉部長。

○市民福祉部長（陣内 清君）

ただいまの御質問にお答えさせていただきます。

先ほど森田議員がおっしゃいましたＱ＆Ａ、これは以前の取組ということで私のほうでも

確認をさせていただいたんですけれども、当時、定例会の場でそういう民生委員さんたちが

活動するのに参考になるＱ＆Ａの作成といったものをやってみてはどうかということで提案

を当時さしあげております。ただ、そのときには比較的ベテランの委員さんたちが多かった

ということもあったのかと思いますが、定例会の場での研修ですとか委員の活動事例研究の

ほうに力を入れていきたいので、そういうふうな御意見が多くて、当時はそのＱ＆Ａの作成

に関しましては保留ということになっておりました。

昨年の12月の一斉改選におきまして、半数以上の方が新しい委員になられたということも

ありまして、今回、改選後の総会といいますか、定例会が６月の上旬にございました。その

際に意見を聞いてみようということにしておりまして、これは嬉野と塩田のほうとそれぞれ

意見を聞かせていただきましたが、やはりそういうマニュアルがあると非常に助かるねとい

う意見が多くございましたので、今後そういう先進事例なんかを参考にしながら、それから、

委員の皆さんからのこういう部分が分からなかったとか、そういうふうな御意見をいただき

ながら、嬉野版のそういう民生委員さんの活動に役立つＱ＆Ａ集、こういったものを作って
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いきたいというふうに考えているところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

部長ありがとうございました。ただいま市長の最初の答弁にもございました、そして、今

の部長のお話でもよく分かりました。

特に先ほど市長もおっしゃいましたけれども、今回の新型コロナウイルスに関していろん

な救済措置なんかの対応のときに、なかなか声を上げづらい方、高齢者を含めて独り暮らし

の方とか、そういった方なんかが一番頼りになるのは身近な民生委員さんであったというこ

とで、先ほど市長のお話の中にありましたので、そしてまた、今、部長のお話もお聞きしま

した。

今後よく内容等また関係者と協議をしていただいて、できるだけ委員の方々の意に沿うよ

うなものができていければと思っておりますので、よろしくお願いしておきます。

同じくそういったＱ＆Ａと同時に、民生委員の方々が、具体的にお聞きした例では、例え

ば、ごみを出すことまでやりましたよとか、保証人にもまで頼まれたとか、いろんなケース

がございます。そういったときに、あくまでも民生委員児童委員の方というのは行政とのつ

なぐ役割ということをしっかりお互いに認識をしていただいて、だから、そこはうまく各行

政の中の個々につないでいくというようなですね。だから、全ての分野の部課がそれぞれの

立場の方の問題に対応をしていくということで、そこも併せてしっかり検証をしていただき

たいと思っております。一応確認だけよろしいですか、部長。

○議長（田中政司君）

市民福祉部長。

○市民福祉部長（陣内 清君）

ただいまの御質問にお答えいたしたいと思います。

そうした具合に民生委員さんたちは非常に生活の細かい部分にまでサポートをしていただ

いているということに関しましては、本当に私も頭が下がる思いでございます。

先ほどおっしゃったような問合せは様々な場面で昼夜問わずそういうニーズというのは発

生しております。先ほど議員おっしゃっておりましたようなサポートをきちんとしていくと

いうふうなことが大切だと考えておりまして、実は委員からの相談があったときに、これは

昼夜問わず庁内としてもサポートしていけるように、福祉課ですとか、それから、子育て未

来課のそれぞれの担当がございますが、それの公用の連絡先というものをそれぞれつくりま

して、それを今回、民生委員さんたちにお配りをしております。例えば、生活保護に関する

相談ですとか、それから、子育てに関する相談とか、様々ございますけれども、それぞれご
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とに専用の番号を振りまして、そこにお電話をいただければ、担当副課長ですとか、それか

ら、課長、あるいは私といったほうに直接相談をいただけるように今回しました。そういう

対応をすることで、夜間ですとか、それから、休日の場合でも、どうしても民生委員さんだ

けでは判断が難しいようなときに対応ができるようにしたところでございます。

それからさらに、これは昨年やった取組ではあるんですけれども、潜在的な要支援世帯な

どの把握は非常に難しいといったふうな声もありましたので、そういった方々に住民世帯リ

スト、これは区長さんが持っているものと同じものを個人情報保護の観点からもきちんと整

理した上で提供させていただいたりしております。

さらに、今年度からですけれども、これは市長の以前から思いもあったんですけれども、

民生委員児童委員さんだけでなくて、民生委員児童委員の協力員さんということで、サブで

サポートしていただけるような方々、そういう制度を設置いたしまして、委員さんだけでは

なくて、一緒に活動していただける方、そういった方に民生委員さんほどではないですけれ

ども、若干の報酬を差し上げられるような形で予算措置をいたしまして、負担軽減を図る、

そういった対策も講じさせていただいたところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

部長詳しくありがとうございました。そして、市長、やはり３月の冒頭の５本の柱の中に

も民生委員児童委員の活動についての支援ということでは、特にきちっと表記をされて約束

をしておられましたので、今後、一層期待をしておきたいと思います。

次に、災害時の感染症対策についてということで、最初に、新型コロナウイルス感染症の

対応については、現在継続中の事案ということでございます。災害時の避難や避難所運営の

見直しが当然必要と考えるわけですけれども、まず、現在どのような状況であるかというこ

とをお伺いすると同時に、同じく学校現場での対応というのも同様に様々に考える必要があ

るだろうと思いますけれども、実際計画がどのようになっているのかということまでお伺い

をしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

午前中も御質問いただいたところと若干重複する部分もあるんですけれども、災害発生時

の避難所運営につきましては、今現在での策定をしております嬉野市避難所運営マニュアル

では想定をしていない事態が今回の新型コロナウイルスで、様々課題として浮上したという
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ようなところでありますので、今後そういった新たに上書きをする形で対応をしていかなけ

ればいけないということで認識をしております。

その第１弾として、既に今議会で議決までいただきました避難所の資機材ということで簡

易ベッドと仕切り材の購入も当然もちろんですし、また、昨日追加上程をさせていただいた

中のサーモグラフィー用のカメラも入り口の時点で受付が混雑して密になるとか、また、職

員が感染リスクを負いながら一人一人の体温を測っていくというのも非常に大変なところで

もありますので、そういった自動で20人同時ぐらいで検知できるような高性能なものを想定

しておりますので、議決いただければ、今後そういったものも運用をしてまいりたいという

ふうに思っておるところであります。

そういった中で、今後、市民の皆様等の準備というところでもまた新たな対応が求められ

るのではないかなというふうに思っています。非常用持ち出し袋の中に、例えば、石けんで

あるとか、スリッパ、そして、マスク、そういったものもリストに加えていただきたいとい

うことで、我々も早急にそういったところをまとめて、ハザードマップの中に書かれており

ませんので、ハザードマップと一緒に保管をしていただくような形にできるように、全戸配

布を考えておりますけれども、ぜひとも持ち出し品リストの中にもこういった新型コロナウ

イルスに対応したものを追加するように我々も啓発をしてまいりたいというふうに考えてお

るところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

学校の対応についてということでお答え申し上げたいと思いますけれども、嬉野市では感

染予防対策として３つの密を避けるということでございますので、マスクの着用及び手洗い

をすることを第１の指導としております。そのほかドアノブでありますとか手すりあたりは

児童・生徒が使う場所でございますので、消毒を密にして最低１日に１回は行うというよう

なこともしていますし、それから、午前中申し上げましたけれども、学校給食についても配

膳をセルフ方式を入れたり、そして、同じ方向を向いて食べたりというふうなことで感染防

止もしております。

それから、教育活動については、机の配置等ですが、ソーシャルディスタンス、最低１

メートル、あるいは広いところは２メートル取れるようにというふうなこともしていますし、

そういったこともしております。

それから、健康管理表によるチェックですね。登校するときに子どもさん方の体温を測っ

て記入していただいておりますけれども、御家庭にお願いしてチェックしていただいており

ますので、そういったところの健康管理をしているところです。
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さきの臨時議会で非接触型の赤外線体温計、（現物を示す）これでございますけれども、

実は昨日とおとといと学校に配り始めました。現物はこれです。ここを押すと、0.2秒で

ピッと出るようになります。したがって、諸上議員が一番近いから、つけてもいいんですけ

れども、これだと、避難所に行ったときもすぐ使える状態に、学校でも使えるしということ

で非常に使い勝手がいいということで、子どもさん方には体温を測ってこられない方もい

らっしゃいますので、生徒の出入り口ですぐやれば、接触はしないで済むわけですので、こ

ういったのも臨時議会で議員さん方に了解をいただいて今配付をして活用しているところで

ございます。

以上のような形で対応していきたいと思っています。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

市長及び教育長、詳しくありがとうございました。

特に市長のほうからも、それから、今回の補正等でも十分なハード面の整備等につきまし

ては、一歩も二歩も前進をしたということで私もそこは十二分に感じております。

もう一つ私がどうしても気になるのは、せんだっての議案質疑の中でも、市長、それから、

担当課長のほうからも、るる様々な備品、機材等についても説明があったところです。私が

一番その先で心配するのは、いわゆる開設して実際避難所に避難をする、していただく、避

難所の運営というのは、例えば、今回特に災害時のということで想定をした質問でございま

す。そうすると、この間からの質問では、市役所の職員が当然何人かそこに張りついて簡易

ベッドの設営であってみたり、そういったことをやれる前提でお話をされていたわけね。と

ころが、実際の災害時の避難所というのは、多分御存じと思いますけど、運営は市民がやる

わけですよ。だから、そこが一番問題。実際の避難所に行ったときに、そういったリーダー

になる人がまずいないんですね。だから、例えば、熊本等の実際の避難所のリーダーをなさ

れた方のお話を聞くと、そこが一番問題であるということです。誰も先導するリーダーがほ

とんどいない、だから、皆さん右往左往するんだよということで。

そこで、ハード面の整備についてはかなり進んだ配備をしていただいているということで

認識をしております。いわゆるソフト面ですよね。避難所を実際運営するリーダーといいま

すか、そういった方の今後は育成といいますかね、身近なところでは行政嘱託員さんとか、

地域の自治会の役員さんとか、消防に関係する人とか、そういった方々が想定されるわけで

すけど、そこを今後同時に考えておかないと、避難所を開設したけど、結局そこをうまく回

していける人がいないということ、行政の職員は災害対応で手いっぱいですよと、だから、

そこになかなか来られないというのが現状だと思います。

だから、そういった意味のソフト面のこれから充実というのを気になるところです。その
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点について何かお答えなり、考えなりあられましたら、ちょっとお尋ねしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

いや、議員御指摘のとおりですね、やはり皆さんにお願いをする部分というのもあるかと

思いますが、基本的には指定避難所には職員は必ず派遣をするということでもありますので、

そういった職員の避難所運営に対しての資質向上を我々もしてまいりたいと思いますし、議

会が終わりましたら、一応６月26日にそういったところも予定をしておりますので、そう

いった研修を通じていろんな職員に参加を促していく中で、まずは、職員のリーダーシップ

の発揮というのを我々もしっかりサポートしてまいりたいというふうに思っています。

一方で、全てが職員１人、２人に負荷がかかるような状況であってはきちんとした対応が

できないというのも現実でありますので、地域においてそういったリーダーとなり得る人材

を育成していくということは重要であるというふうに認識をしています。今、各地域コミュ

ニティ、特に塩田地域のほうでは非常に盛んに毎年行っていただいております自主防災組織

を見据えたコミュニティ単位での訓練についても積極的に参加をしていただいておりますし、

そこでもリーダーシップを発揮していただいているコミュニティの役員の皆さんであったり

とか市民の皆さんもいらっしゃるというふうに認識をしております。そういった方と密に

我々も連携をしながら、これからないにこしたことはないんですけれども、もしあった場合

には避難所運営にしっかり対応できるような訓練というものを、新型コロナウイルスの中で

なかなか訓練もできなかったわけでありますけれども、今後の出水期に向けて急ピッチで進

めてまいりたいというふうに考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

市長からも今そういったソフト面に関してもこれからしっかり力を注いでいくということ

で理解しておきたいと思います。

今度は実務的な事務的な部分になるんですけれども、２項目めに掲げております嬉野市の

第２次総合計画「うれしのやさしさプラン」の健康・医療の施策展開、また、嬉野市の地域

防災計画なんかの中身についても、これは同様に今回のような大きな感染症ということで、

現在も記述の中には感染症等という表現にはなっていますので、解釈はできるかなと思いま

すけれども、今回のような特殊な世界中が震撼するような感染症ということで、必要があれ

ば、そういったところの見直しもお願いをしたいと思いますが、一言でもちょっとお願いい
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たします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

議員御指摘のとおり、総合計画の中に既に項目としてはあるんですけれども、今後のあら

ゆる政策の中にそういった新型コロナウイルスを念頭に置いたそういう条項を盛り込んでい

く必要はあろうかと思います。

（資料を示す）この中にも一応新たな日常への移行、これからの取組という中でいろんな

政策を挙げておりますけれども、こうした公共施設やイベント、避難所の在り方とかもそう

ですし、また、観光地としての在り方も今までは密をつくることがにぎわいづくりだったの

を、発想を転換していろんなにぎわいの場所を分散させることでまち全体をにぎわせていく

というような新たなチャレンジが必要になってくるというふうに思っておりますので、そう

いったところも踏まえながら、今後の戦略、４年ごとに後半期見直すということになってお

りますので、そういったところでは積極的にこうした新型コロナウイルスの対応を経験した

それを踏まえた知見を盛り込んでまいりたいというふうに考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

詳しく説明ありがとうございました。

それでは、次の質問に入ります。従来の１項目めになります。

国道34号の歩道設置についてということで、市長就任時にも、国道34号今寺バス停から一

位原間の歩道設置については、国道事務所等への要望をということでお願いをしてきたとこ

ろです。

現在、隣接地域に嬉野医療センターの移転開業、また、大型商業施設の開業などで、明ら

かに交通量も増加し、改めて早期の設置が必要だと感じております。その後の進捗状況等で

何か明らかになっている部分があれば、お知らせいただきたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

国道34号の今寺地区の歩道拡幅についての御質問だというふうに思っておりますが、議員

御指摘のとおり、地域の長年の悲願であり懸案であったというふうに私も認識をしておりま
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す。私も就任前からこの議場でこの地域の思いというものが披露されているのをお伺いして

おりましたので、何とかせねばというふうに考えておるところでありますし、議員御指摘の

とおり、また交通量が増加する要因というのがこれから増えてまいりますし、また、新幹線

開業とか、佐世保へ通じる西九州道の拡幅ということになれば、もっともっと交通量は増え

るだろうというふうに思っておりますので、昨年12月に九州整備局のほうに私と担当で要望

をさせていただいたところであります。その後、国会のほうでも委員会の質問を地元選出の

国会議員にしていただいたということでありまして、そこでも道路局長のほうから前向きな

答弁をいただいたということでありますので、我々としても早期に実現をすることを願って

おるところであります。

今年度は測量及び歩道設計などを実施する予定ということでありますし、地元計画説明会

の早期実施や事業の早期完成に向けて国道事務所とも連携を取りながら、今後も事業を進め

てまいりたいというふうに考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

分かりました。ありがとうございます。引き続き強力に要望という形で推進をお願いした

いと思います。

次に、茶業政策について。

最初に、現在、うれしの茶振興室となっているわけですけれども、茶農家さんより、嬉野

の基幹産業であるが、茶業政策がこの室となったことで後退しないか危惧しているといった

声を聞いたわけでございます。

まず、担当部署でこういった声というのは直接には届いているかどうか。また、機会を見

て検討され、この名称をいわゆる元に戻すというか、改正する考え等はないかということで

質問したいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

うれしの茶振興課からうれしの茶振興室になったということでパワーダウンをするんでは

ないかという懸念が寄せられている、それは実際そういった機構改革案を発表したときには

あったのは事実でありますし、同僚議員の方からもそういった懸念はないのかというような

質問をいただいたときにも、パワーダウンをしないように、農業経営全体としてパワーアッ

プをしていく、そのための政策であるというような御説明をさせていただいたところであり
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ます。そこから１年たちましたので、その辺、我々としても茶業の端境期のそういった西洋

野菜の取組とか様々支援策、そしてまた、今回の新型コロナウイルス対策においても機動的

な対応を心がけてまいったところであります。

そういった意味では、今私としては茶業振興についてもパワーダウンすることなく政策を

遂行できているというふうに自負をしておるところでありますので、今後またそういった改

正の考えはということでありますが、現時点でそういったことは考えておりませんし、また、

必要とあれば、前向きな形で方針転換をしていくことは考えたいというふうに思っておりま

す。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

分かりました。確かに実績といたしましても、ついこの間ですけれども、全国の品評会で

もすばらしい成果も出されておられますし、そういった意味での政策の後退というのはあり

得ないということで理解をいたしました。

ただ、今後必要を感じるときが来たらということでのお話も今されましたので、これはそ

のときの検討課題ということでよろしくお願いしておきたいと思います。

じゃ、次に、チャオシルと嬉茶楽館の運営について、組織的には全然別ですので、本来あ

り得ないことだろうと思いますけれども、ただ、隣で、目的は違いますが、この運営で職員

の連携、また、活用というのは図られているのかということでちょっとお尋ねをしたいと思

います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

うれしの茶交流館チャオシルに関しては、博物館施設に分類される、お茶の歴史であった

りとかお茶そのものに親しんでいただく、その場でお茶を通じた交流を深めてもらう目的の

施設であり、嬉茶楽館につきましては、お茶の生産者が技術の研さんであったりとか、また、

上質な品評会対策等で上位に食い込むために様々研修をする施設だというふうに認識をして

おります。

ただ、そうしたチャオシルの一つの役割としてはお茶の作り方であったりとか、また、お

茶の伝統的な製法についても理解を深めていただくという目的もありますので、そういった

お茶工場のラインの見学であったりとか、また、釜炒り茶の古式の釜を見ていただいく、そ

れを利用していただいて釜炒り体験をしていただく、手もみの工程を体験していただく、
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様々そういったところでは連携を深めていくということは重要であるというふうに認識をし

ておりますので、今後ともそういった連携を密にしながらチャオシルの集客等には力を入れ

てまいりたいというふうに考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

分かりました。今、市長から詳しくお話がありました。しっかり連携もできる部分はして

いくし、今もやっているということで、そこは理解をいたしました。今後も同じようにしっ

かり連携を取られて、両方とも栄えていくようによろしくお願いしておきます。

それから、３つ目になりますけれども、チャオシルでのイベントに関して観光という観点

においてうれしの茶振興室と観光商工課との連携は取れていますかということ。

それから、観光商工課の観光に関するノウハウというのはこういったイベントに生かされ

ているかということでお尋ねをしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

チャオシルの活用につきましては様々な観光プログラムとの連携を今図られておるところ

でありまして、例えば、お茶を楽しみながらレンタルサイクルで回っていただく茶輪（ちゃ

りん）事業においてもお茶の補給スポットでもありますし、そういったいろんなお茶を巡る

旅の発着点としてこのチャオシルを活用していただいておりますし、昨年より始めました

ティーツーリズムというのもお茶畑を単に生産施設としてだけ捉えるのではなくて、そう

いった観光名所として捉えていく、そういった中のこれも発着点として、そして、司令塔の

ような、セントラルタワーのような役目を今後果たしていくんだろうというふうに思ってお

ります。

また、団体客、今ちょっと新型コロナウイルス等々で一時受付も停止をしたところであり

ますし、特に外国というところではいろいろ再開までちょっと見通せない部分もあるんです

けれども、台湾のお客様が非常に御当地のお茶文化に対して楽しんで、そして、それなりに

お金を使うというような傾向があるということが分かりましたので、台湾の旅行エージェン

ト社、そういったところとセールスを観光部局と連携しながら図っていき、客単価の向上、

そしてまた、そういったお客さんの来ていただく数をとにかく増やしていくということは重

要だろうというふうに思っておりますので、今後とも観光部局と、そしてまた、チャオシル

そのものと連携をしながら、こういった施設の活性化を図っていきたいというふうに考えて
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おるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

詳しく説明いただきましたので、それぞれの連携及びノウハウもしっかり生かしていると

いうことで理解をしたいと思います。

最後に、来庁者への対応についてということです。

今回も茶業関係の申請で訪れた農家の方から対応で若干疑問を感じたと指摘を受けたとこ

ろです。以前、市民課の窓口対応への質問をいたしたときに、対応マニュアルを作成すると

いうことで答弁がございました。まず、それが実際できているのかということ。

そして、それを基にした職員への対応指導ということがなされているかということで質問

したいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

まず、ちょっと茶業関係の申請のやり取りに関しては、どのやり取りのことをということ

では答弁するには差し障りが多いというふうに思っておりますので、双方の言い分を聞かな

いことには断定的なことは申し上げられないということをまず申し添えさせていただきたい

と思います。

その上で、対応についての一般的なお話としてさせていただきたいというふうに考えてお

りますが、全体としての接遇マニュアルとしてはありませんけれども、市民課では職員の事

務処理や対応に一定の質を確保して、ばらつきのない対応をする必要はあるということであ

りますので、業務マニュアルの整備というものを進めてまいりました。

窓口対応についても、あまりマニュアルに偏り過ぎる形骸的な対応とならないようにも留

意する必要がありますし、お一人お一人事情が違うということもありますので、そういった

聞く力というものも大事だろうというふうに思っておりますので、そういったＯＪＴを行い

ながら、窓口対応の質の向上を目指しているところであります。

その他職員のそういった市町村を越えての研修等々の機会もございますので、そういった

ものも積極的に活用しながら、今後とも市民の皆さんに寄り添った対応ができるような市役

所づくりを目指してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）
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森田明彦議員。

○９番（森田明彦君）

分かりました。今、市長の答弁でお考えもよく分かりましたし、実際そういった指導に近

い形で研修等でもしっかり行っているということで確認をしたいと思います。

いずれにしましても、市民の方が様々な窓口に行く際に、どうしてもこういったことはな

かなか慣れないという市民の方がたくさんいらっしゃいますので、そういった意味で、様々

な窓口での対応については、しっかり安心して相談、もしくは申請ができるというような体

制を取っていただきたいということでお願いをしておきます。

以上で私の質問を終わります。

○議長（田中政司君）

これで森田明彦議員の一般質問を終わります。

一般質問の議事の途中ですが、ここで14時まで休憩いたします。

午後１時48分 休憩

午後２時 再開

○議長（田中政司君）

再開します。

休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。

14番芦塚典子議員の発言を許します。芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

皆さんこんにちは。議席番号14番芦塚典子です。ただいま議長の許可をいただきましたの

で、通告に従い一般質問をさせていただきます。

今回は２つの議題について質問をさせていただきます。

まず、第１に新型コロナウイルス感染症対策について、２番目として、災害復旧対策につ

いてお伺いいたします。

現在、新型コロナウイルスの感染拡大で暮らしや経済に深刻な影響が広がっておりますが、

県内の市町が独自の支援策を打ち出しております。当嬉野市における新型コロナウイルス感

染症対策の支援策をお伺いいたします。

まず、現在、施策として行われている新型コロナウイルス感染症対策の支援策について、

現状をお伺いいたします。

以上、以下の質問並びに再質問は質問席にてお伺いいたします。以上、よろしくお願いい

たします。

○議長（田中政司君）

芦塚議員、今の質問は１番の１だけでよろしいんですか。

○14番（芦塚典子君）続
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はい、１番だけで。

○議長（田中政司君）

対応についての市の支援策についての１番だけでよろしいですか、まずは。

○14番（芦塚典子君）続

はい、お願いします。

○議長（田中政司君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（村上大祐君）

それでは、芦塚典子議員の御質問に対してお答えをさせていただきたいと思います。

新型コロナウイルス感染症に対する市の独自策、支援策についてのお尋ねでございます。

嬉野市といたしましては、まず、こうしたウイルスの感染拡大が広がる段階で４つの政策

分野に分けて実施をしてまいりました。

まずは１つは、感染予防に関する正しい情報提供、また、必要な方にマスク、また、消毒

液を提供するなどの感染を防ぎ命を守る政策、そして、２点目が定額給付金業務や福祉的な

セーフティネットにつないでいく家計と暮らしを支える政策、３点目が地域内の消費喚起や

事業継続に必要な資金給付などの地域産業と雇用を守る政策、そして、オンライン教育、ま

た、テレワーク推進などの終息後を見据えた挑戦と、主にこうした４分類になるわけであり

ますけれども、一貫してやはり市民の命と健康を守るということが最優先であろうかという

ふうに考えて、今後も政策を継続的に続けていくところであります。

詳細について説明をさせていただきたいと思いますが、地域福祉の分野におきましては、

生活困窮者について、離職や廃業等により住居を喪失するおそれのある方、また、住居を喪

失した方に対して家賃相当分の給付金を支給する住居確保給付金がございまして、４月の申

請はありませんでしたが、５月に入って申請が９件ということで、そのうちの支給決定が６

件、不支給の決定が２件、残り１件が調査中ということになって、また６月にも新たにこう

した申請があっておるというふうにお伺いをしております。

また、地域の自殺対策強化事業として、心の相談事業を社会福祉法人たちばな会に委託し

て実施をしております。この事業は、自殺を未然に防止することを目的としており、深夜の

電話相談にも対応可能な状況となっております。

児童福祉におきましても、放課後児童クラブを訪問いたしまして、市からの困り事等の聞

き取りや、また、委託先からの訪問指導、このほか、子育て支援策として、保育所関係では

保育対策総合支援事業や子育て世帯への臨時特別給付金、保育所や子どもセンター、子育て

支援センター等に関する新型コロナウイルスの感染拡大防止を図る事業、そして、ひとり親

世帯臨時特別給付金に対するきめ細やかな対応も今後してまいりたいと考えております。

そして、保健の分野におきましても、市民に対して各種媒体を活用して適宜必要な情報を



- 194 -

提供し、感染予防、注意喚起に努めると同時に、公共施設への手指消毒液の設置や手に触れ

るカウンターや受話器、椅子などを職員が定期的に消毒するなど、庁舎内での感染を防ぐ取

組についても、これからも続けてまいりますが、まだまだ改善するべき点がないかというよ

うな視点で取り組んでまいりたいというふうに考えております。

また、必要に応じての各種施設や感染リスクや重症化リスクの高い方であったり、また、

妊産婦さんを対象とした使い捨てマスクや布マスクの配布などを行ってまいりました。

あとは医療機関への支援として、嬉野医療センターへ御寄附いただいた中からフェース

シールドや嬉野市備蓄の防護服の支給、また、市内の医師会や歯科医師会に対してもフェー

スシールドの配布などを行っております。

また、小中学校に対しても使い捨てマスク、フェースシールド、防護服の配布を行ってお

ります。

また、防護服の配布に当たっては、養護の先生を対象とした防護服の着脱訓練の実施と、

また、感染予防についての説明等も行っておるところであります。

そして、産業分野においても、農業では新型コロナウイルス感染症に対する支援策として

は、緊急経済対策事業として、うれしの茶の消費拡大キャンペーンとしてうがい茶の配布で

あったり、感染予防の一環として、そういったうがい茶の提供ということで、市内の小中学

校、福祉施設にも提供を行っております。

また、うれしの茶の生産向上対策としても、お茶業をなりわいとしてされていらっしゃる

方に対しての支援ということで、生産調整のための中刈り補助に対する補助等も行っておる

ところであります。

また、そうした飲食店、店舗、そういったところの休業要請に従っていただいたところへの

協力金であったりとか、また、本議会までに提案をしています「うれしのがんばろう!!応援給

付金」、「うれしのがんばろう!!産業給付金」といった売上げの大幅減少に苦しまれている事

業者に対する支援も行っておりますが、今後、第２波、第３波にも備えながら、力強く経営基

盤を確立するためにも支援を継続してまいりたいというふうに考えておるところでございます。

以上、芦塚典子議員の御質問に対するお答えとさせていただきたいと思います。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

詳細な説明ありがとうございます。４つの政策を中心に、種々きめ細かな支援ですね、嬉

野市独自の支援をしていただいて、本当にこの深刻な影響の中で皆さん方、助かる方が多く

いらっしゃると思います。４つの政策で、予防関係、情報提供ですね、それから、生活費給

付、地域産業の支援、雇用と、あとは子育て支援等々ですね、福祉関係、本当にたくさんの

支援をしていただいております。



- 195 -

ただ、ここでお尋ねしたいのは、効果はまだそれは検証されていないと思いますけど、何

か問題点とか課題とか、そういうところがありましたらお願いいたします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

今は効果についても検証中ということでありますけれども、現在進行形のものもあります

ので、こうした４つの政策分野、いろんな形で連携させながらやっていく必要があるかとい

うふうに思っております。

ただ、今はある意味では戦時経済体制と言えるような状況で、財政出動もかなり議会の皆

さんの御理解をいただきながら進めておるのが現状でありますけれども、午前中の他の議員

の御質問にもお答えしたように、やはり財政規律というものも守っていくことが重要であり

ますので、効果のあるもの、これは継続して行うべきだというものは継続をしながら、ただ、

今回の第２波、第３波についても、やはり即座にやるべきものと、これはちょっと効果とし

ては一時的な効果にとどまったんではないかというようなところはあるのかもしれませんの

で、今後、検証を進めていきながら、新たな政策も考えていくという２段構えになろうかと

いうふうに考えております。

そういった中で、今お声を聞く中では、特に地元の店舗等への資金というのは、日銭がな

くて困っていたというところに、まとまったお金が入ったということで、本当に助かったと

いうお声もいただきましたし、重症化リスクが高い腎臓とか心臓の疾患を抱えられた方に対

して、高品質のマスクが自宅に早く届いたということに感謝の言葉を寄せていただいた方も

いらっしゃいます。

やはり我々基礎自治体というのは、小回りが利くというのが強みであろうというふうに

思っておりますので、まとまったお金に関してはやはり国、県の支援というものも欠かせな

いわけでありますけれども、そういったものを組み合わせながら、今後も迅速な対応を心が

けてまいりたいというふうに考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

市長の回答をいただきましたように、本当に手厚い国の支援とか、持続化給付金とか、家

賃の補助とか、様々な支援が行われておりますけど、やはり申請できない方とか、本当に手

持ちの金がない方とか、いろんな方がいらっしゃいます。それで、市としても様々なきめ細

かい支援をしていただいているところです。
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嬉野市の支援として「うれしのがんばろう!!応援給付金」ですね、経営に困る方の事業者、

自営者に「うれしのがんばろう!!応援給付金」が給付されております。それと、休業協力金

が支給されておりますけど、これが受付期間が５月29日まででしたけど、大体、現在これは

何件ぐらい給付をしていただいているでしょうか。

○議長（田中政司君）

観光商工課長。

○観光商工課長（中村はるみ君）

お答えいたします。

まず、休業協力金につきましては、全体で209件給付を行っております。

それから、「うれしのがんばろう!!応援給付金」につきましては、389件となっております。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

休業協力金ですね、自家店舗５万円、貸店舗10万円、これが209件。「うれしのがんばろ

う!!応援給付金」ですね、経営に困る事業者、自営業者に、50％以上減の場合は一律15万円

ということで389件。これは現在、全体の何パーセントぐらいに給付が行われておりますで

しょうか。

○議長（田中政司君）

産業振興部長。

○産業振興部長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

休業協力金につきましては、当初見込んでおりました件数よりも大体1.8倍ぐらい、もと

もと休業協力金の分は140件程度を見込んでおりました。それが今、課長が答弁をいたしま

したように209件の申請。もう一つの「うれしのがんばろう!!応援給付金」でございますけ

れども、当初の見込みが600件、それに対しまして389件の申請というような状況でございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

これから推測していきますと、休業協力金が1.8倍とおっしゃったですかね、140件の予定が

209件で、「うれしのがんばろう!!応援給付金」が、50％以上減一律15万円のというのが600件

を予定していたけど389件ということで、まだ「うれしのがんばろう!!応援給付金」は予定

された件数には満たないということは、600件目標で389件というのはどういう状況でしょうか。
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○議長（田中政司君）

観光商工課長。

○観光商工課長（中村はるみ君）

お答えいたします。

「うれしのがんばろう!!応援給付金」につきましては、要件がありまして、対前年比との

50％以上減のところが対象となりますので、見込んでいたよりもその要件に該当するところ

が少なかったということだと考えております。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

今、課長の答弁で見込みが少なかったということは、400件やっけんが８割行かないです

かね、ということは、50％以上減の経営者、事業者、自営業者が１か月の売上高だと思うん

ですけど、売上げが１か月でも50％以上減という方が対象だと思ったんですけど、その方が

予定より８割だということで、そういう状況であるというのを把握していいですかね。

○議長（田中政司君）

観光商工課長。

○観光商工課長（中村はるみ君）

お答えいたします。

予測で、50％を切るところがそのくらいは出てくるだろうということで見込んでおりまし

たけれども、この見込みを立てるときにはセーフティネットの申請状況等を見ながら、これ

くらいは行くのではないかなというところで予測をしておりましたけれども、実際に１月か

ら４月までの減少率を見たところ、実績のような状況となっております。そこで、今回、

「うれしのがんばろう!!産業給付金」ということで、50％には満たないけれども、30％以上

減少しているところを救うことが必要なのではないかということで、今回、30％以上減の

「うれしのがんばろう!!産業給付金」をお願いしているところでございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

１か月30％でも「うれしのがんばろう!!応援給付金」を頂けるというのが出ていたと、あ、

違いますかね。（「うれしのがんばろう!!産業給付金」と呼ぶ者あり）今回出ているわけで

しょう。今回提出していただいている事項ですよね。ということは、事業者、自営業者に対

して助かると思います。大体、予測は何件ぐらいの予定でしょうか。
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○議長（田中政司君）

観光商工課長。

○観光商工課長（中村はるみ君）

今回、「うれしのがんばろう!!産業給付金」のほうでは、440件程度を予測しているとこ

ろです。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

今の課長の答弁で、今までの50％以上減のところが約400件ですね。この議案で出ていま

したのが、１か月でも30％以上減が440件というのは、約800件ぐらいを予想しているという

ことで把握してよろしいでしょうか。そういうので、この800件というのを、次、どのよう

に市税に反映するかというのを、これはちょっとまだ検証が進んでいないと思いますので、

次回にお願いしたいと思います。

また、このほかに嬉野市緊急経済対策事業で茶業及び商工業に経済活性化対策になる効果

が、これが茶業、商工業に対して、緊急経済対策事業「うれしいわくわくパック」と、「う

つわｄeグルメ」と、うれしの茶消費拡大キャンペーンという事業をなさったのですけど、

その状況と効果が分かりましたらお願いします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

緊急経済対策として行った事業でありますけれども、まず１つが、宿泊キャンペーンとい

うのが第一弾として挙がったわけでありますけれども、やはり人の移動が制限される中で、

旅館さんというのはお客さんが入ろうが入るまいが、出ていく出費というのはほとんど変わ

らずに、大変雇用を確保するという点、それから、そういった旅館さんに卸している商店街

も含めて、事業所に対しての影響も大きいということでありましたので、じゃ、地域内で消

費を拡大することで、何とかみんなで買い支えようということで実施をしたところであります。

出足好調であったところではあるんですけれども、やはり緊急事態宣言が出た以上は、そ

れ以上は継続できないということで、やむなく中止ということに至りましたけれども、その

中の短期間でも700泊していただいて、旅館さんの少しのつなぎの資金にもなったんではな

いかというふうに考えておりますし、実際そのようなお声をいただいておるところでありま

す。

そして、お茶に関しても、ちょうど新茶の時期に差しかかるときに感染の大きな拡大期を

迎えたということでありまして、本来であれば催事とか、そういったもの、イベントとか観
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光旅行とか、そういうものでお茶が売れるべきタイミングで全く売れずに、そして、都心の

デパートでは休業をされるということで、出すところがないということで、摘み取りが始

まっていたお茶の価格にも影響が出そうだというところにまで来ていましたし、実際出てい

たというような状況でありますので、これは緊急に対応をするべきだろうということで、ま

ずはその在庫をあまり抱えないようにする必要があると考えましたので、福祉施設とか、そ

ういった学校の子どもたちに、折しもカテキンというのが抗ウイルス効果があるのではない

かという研究もいろんなところでなされておりますので、そういったところも含めて、お茶

の消費拡大キャンペーンも打ったところであります。

また、そういったお茶の２番茶の生産調整を行うことによっても価格を引き上げていく、

そして、翌年度の品質向上も見込むということで、緊急的な対策も打たせていただいたとこ

ろであります。

農産物全般においても、道の駅も休業要請の対象になるなど、行楽シーズンの集客を逃し

てしまったということで、行き場を失った農産物、特にタマネギ等の農産物が余ってしまう

というような状況でありましたので、そういったドライブスルーにパッケージにして詰め合

わせで売るということで、ひとまず無駄にフードロスがなくなったということもありますし、

直売所の経営的にも助かったというふうなことも聞いております。

最後に、器とテークアウトの支援に関しても、同様、本来なら陶器市とか窯元まつりが４

月、５月は行われる予定だったのが、全くそういったものが行われないという中で、買って

いただいたことで、今ある商品がある程度売れたといいますか、全くなくなったということ

でありましたので、そういったところでも窯元さんからも喜んでいただきましたし、また、

テークアウトも従来からやっていた店舗だけではなく、新たに挑戦して、手探りの中で挑戦

された飲食店もございました。そういった中で、クーポン券で購入を後から下支えをできた

ということも、非常によかったのではないかというふうに考えておるところでございます。

以上、お答えにさせていただきたいと思います。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

詳細に説明していただいてありがとうございます。市長がおっしゃるように、茶業及び飲

食業、商工業ですね、その他の事業主の方に様々な効果があったと御察しいたします。

「うれしいわくわくパック」なんですけど、すごい皆さん方好評だったということなんで

すけど、11時から配布で７時から並んであったという現状なんですけど、そういうところは

改善していただきたいと思うし、そのパックの数とかなんとかに、そういうところはちょっ

と改善していただきたいと思いますし、この緊急経済対策事業というのは一過性のものなの

でしょうか。今後もまた、好評ということだったので、何かの機会に続けられるのでしょう
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か、ちょっとお伺いいたします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

農産物のドライブスルーのパック詰めの販売に関しては、確かにちょっと混雑も含めて、

いろいろ御意見もいただいたというところでありますので、それについては、やはり改善の

必要もあるのかなと思います。

一方で、市民全員に行き渡るほど農産物が余っている事態というのは、それはそれで大変

深刻な状況なので、そこは数に限りがあるのはもう致し方のない部分だろうというふうに

思っておりますが、ただ、そういった混雑回避については、特にこういった状況下において

は改善の余地がないか、我々も検証すべきだろうというふうに考えています。

今後の展開についても、今回はそういった行き場を失った農産物をどうしようと、そして

また、ステイホームというところで、皆さんも家にいなきゃいけないというような状況の中

で、また、買物に行くのもスーパーに行くのも怖いというような声もあの頃にはあったわけ

でありますので、そういったところでドライブスルーという方法で取組はしましたけれども、

やはりこういったキャンペーンというのは、ずっと続けていくものかというと、またちょっ

とそこは考える必要があると思うんですが、こういった地域経済の危機においては、やはり

地元のものを買って支えるという意識が今回の事業でも芽生えたのではないかなというふう

に思っていますので、今後、政策展開をしていく中では、こういったときに地元の農産物に

思いをはせて買っていただく仕組みは考えたいというふうに思いますが、実施の方法につい

ては、やはり今後研究をしていく必要があるというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

様々な事業をしていただいて経済対策になったと思いますが、やはり課題もあるので改善

の余地があるのではないかと思います。

次にお伺いするのは、女性・子ども支援策はどのように考えているかというのをお伺いい

たします。

国のほうがひとり親世帯臨時特別給付金というのを今度支給する予定ですけど、市として

女性・子どもの支援策はどのように考えてあるかというのを、ちょっとお伺いいたします。

○議長（田中政司君）

市長。
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○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

市の今後の女性・子どもの支援策ということでありますが、独り親の給付金事業について

は、議案審議の中で、またちょっと御意見等もお伺いしたいというふうに思っておりますが、

嬉野市としても独り親の給付金業務というのは、独自でもやってきたような歴史もあります。

そういったところも踏まえながら、そういった子育ての給付金もそうですし、最短で皆さん

にそういった支援が行き渡るような努力は、今後とも続けてまいりたいという一般論で

ちょっととどめさせていただきたいというふうに思っております。

そのほかにつきましても、やはり子どもに感染をさせたらいかんというのが、私としても

思っているところですし、親御さんの立場からしても、子どもにだけはという思いが強いだ

ろうというふうに思っています。そういった意味では、妊婦とか産婦の方に、御寄贈いただ

いたマスクを優先的に配布したりとかしてまいりましたけれども、そういった第２波、第３

波、そういったときにも速やかな支援ができるように我々も考えていきたいというふうに

思っています。

また、本来であれば、何もなければ里帰りで出産をされる方もいらっしゃる、親元に帰ら

れて出産される方もいらっしゃったかもしれませんけれども、こういった状況下においては、

妊婦の方が移動するというのは怖いというような方もいらっしゃる。したがって、この嬉野

市でお産をされるというような方もいらっしゃるというふうに思っております。そういった

方に対して、安心して出産に臨んでいただけるようなサポート体制、こどもセンターLykke

（リュッケ）であったりとか、また、ファミリー・サポート・センターのそういったところ

のスタッフと連携してきめ細やかな対応をしていただく必要もあるかというふうに思ってお

りますし、今、運用を開始しております母子手帳アプリもありますけれども、そういったと

ころで役立つ情報を積極的にプッシュ型で流していくという試みも必要だというふうに考え

ておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

女性・子ども支援策というのを、もう少しお伺いしたかったんですけど、今回１時間です

ので次に譲りまして、災害避難における感染予防対策という項目についてお伺いいたします。

避難所で３密にならないようにレイアウト、換気、間仕切りですね、簡易ベッド、ポータ

ブルトイレというような清潔な避難生活ができるよう改善していただくと思います。

また、前議員の質問にもお答えいただきましたように、サーモグラフィーカメラを今回予

算で２機計上してありますが、先ほど学校では非接触式検温用温度計サーモピッパーは準備
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されているということなんですけど、地区の公民館等では、そういう検温のサーモピッパー

というのを用意されている状況でしょうか、ちょっとお伺いいたします。

○議長（田中政司君）

総務・防災課長。

○総務・防災課長（太田長寿君）

お答えいたします。

地区の公民館につきましては、各地区で自主防災組織なんかが自主的に開設をされるとい

うようなことが考えられると思います。まずもって、市の指定避難所を優先的に御活用いた

だくわけですけれども、場合によっては、地理的な問題等がありまして活用いただけない場

合に、地区の公民館を自主的に開設していただく場合もあろうかと思っております。

今のところ、地区の公民館につきましては、資材がそろえばなんですけれども、間仕切り

ですとか、あと、エアベッドなんかの配置も可能ではあろうかと思っておりますが、ただ、

今のところは非接触型の体温計になりますと、地区公民館までは数の確保はできておりませ

んので、そこはある程度、そこの運営のガイドラインのごたっとばお示ししながら運営ばし

ていただくということになろうかと思っております。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

地区の公民館にはまだ常備はないということで、今後は準備はしていただければと、途中

で熱が出るとかいう方もいらっしゃると思いますので、体温計は備品として常備していただ

ければと思いますけど、どうでしょうか。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

市民の皆さんのそういった避難時の持出し品の中にも、先般の議員の御質問の中にもお答

えした中にも、体温計というものも含まれております。自ら用意していただくというのが理

想ではありますけれども、確かに今後、自主避難所として開設するときには、必ず日々の検

温をしていくということも避難所運営の中に恐らくもうそれは当たり前のこととしてなって

くるというふうに思っておりますので、今後、自主防災組織について興味・関心のあるコ

ミュニティの皆さんとも相談をしながら、そういったことも含めて、コミュニティとしてそ

ういった準備をしていただいたりとか、また、そういった避難所開設の手順の中に組み込ん

でいただくというようなお話は、当然出てくるというふうに思っておりますので、今後、支

援ができるかどうかも含めて研究をしてまいりたいというふうに考えております。
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以上でございます。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

ぜひ備品の中に加えていただければと思います。

それと、昨年度の８月の災害で、よその地区の避難所を見ていたら間仕切りがなかったと

ころがありました。うちの場合は備蓄倉庫に間仕切りがあったので、こちらの災害のときは

間仕切りがちゃんとできるのだなと思ったところです。

この間仕切りとか、簡易ベッドとか、ポータブルトイレとかは、もう皆さん十分に配備を

しているということをこの前常任委員会でお答えいただきましたけど、それで、間仕切り、

簡易ベッド、ポータブルトイレ、これは十二分に備蓄されているかどうか、総務課長にお伺

いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

総務・防災課長。

○総務・防災課長（太田長寿君）

お答えいたします。

まず、間仕切りに関しましては、今回の６月の定例会の補正で要求をさせていただきまし

て、間仕切り及びベッドにつきましては、今後そろえていくという形になりますので、今の

ところはストックはあまりないというふうな状況になっています。

それから、ポータブルトイレなんですけれども、議案質疑の際にも、今のところポータブ

ルトイレとしては24個と、それから、簡易トイレが14基ということでストックはございます

けれども、これは恐らく実際に隔離する方ですね、接触者ですとか発熱者の方で隔離する方

に使ってまいることになると思いますので、いつもかつもそこに持っていくということは恐

らくないと思います。正直、簡易トイレのほうが衛生的かと言われると、衛生的じゃないも

のですから、それもちょっと注意しながら運用していかなければいけないと考えております。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

災害対策の備蓄のほうも、十分な備蓄ができますようによろしくお願いします。

次は、学校教育における新型コロナウイルスの影響による休校の長期化で学習の遅れが深

刻化していると思います。新型コロナウイルス感染症予防対策と小中学校の学校教育活動に

ついてお伺いいたします。

これは、先ほど前議員のお答えで、夏休みが７月23日から８月19日まで28日間ということ
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で、そのほかに２学期制でありますし、行事とかいろんなのを勘案しながら授業日数を取っ

ていくということを教育長からお話しいただいて認識しております。これに対して、文科省

から休校で遅れた学習については、学習内容を上級学年に繰り越して、複数学年で遅れを解

消するというのが認められたんですけど、嬉野市内の小中学校でそのような施策はなさるの

でしょうか、ちょっとお伺いいたします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

前年度積み残しの部分の消化ということになるかと思いますけれども、嬉野の場合は、佐

賀県の中では一番休校の日数、13日ですから、非常に少ないわけですね。したがって、新年

度に始まった段階で前年度の残し分については補充をしてきておりますので、そういうこと

では前年度の補充は既にもうできていると現段階では思っております。

ですから、現在はもう新年度の今の学年の内容を指導していくということに移行している

ところでございますので、そういった意味で積み残しあたりは、前年度に把握をした上で、

各学校ごとにどのように指導していくかということで計画を立てさせて指導はしております

ので、そういったことも含めて、若干本年度の部分が夏休みに繰り込んでいくということに

なろうかと思います。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

嬉野市の場合は、文科省から通達されました休校で遅れた学習については、上学年で解消

するということまではないということですね。それで、夏休みが28日間で、今年度の授業は

回収していただくということですね。

次に、感染症予防策として、どのように学校施設・運営の改善は行われるかということで、

前議員の質問にもお答えしていただいて、机等、あるいは消毒ですね、それから、手洗いを

小まめにして、そして、机の配置とかも考えられているということなんですけど、机の配置

だけで大丈夫なのか、あるいはほかの教室、部屋とか、空き部屋はないとおっしゃるんです

けど、ほかの教室とかも利用されるのか、そこら辺をちょっとお伺いいたします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

お尋ねは学習活動についての状況だと思いますけれども、例えば、１学級の人数が30人を

超える学校については、別の部屋を探して、いわゆる少し広場的になっているところがあり
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ますので、そういうところを使っております。したがって、ソーシャルディスタンスを２

メートルぐらい目安にしてすれば、どうしても30人を超える学級では密になるわけですね。

ですから、そういった意味では、例えば、ホールみたいなものを使うというふうな形でやっ

てみたり、それから、学校によっては、いわゆる半オープンになっていますので、廊下の部

分まで使って、閉めないで、そして、換気をしながらというふうな形で工夫しているところ

ありますので、一律に同じスタイルではなくて、学校の校舎の造り方によって対応が違うと

いうところでございます。

以上、お答えしたいと思います。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

ほかの部屋も使うということはないということで、ホールとかそういうところで使用して

いただくということです。

それで、次に新型コロナウイルス感染症予防対策と家庭の連携ということなんですけど、

１つはいじめ対策ですね。それと、もう一つは、学校に行く前に家庭で子どもの体温を計っ

てくださいということなんですけど、そういうお願いを嬉野市もしてありますでしょうか、

ちょっとお願いします。

○議長（田中政司君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

新型コロナウイルスの予防対策については、私は家庭との連携は欠かせないと思っていま

す。家庭できっちりしていただければ、子どもたちはウイルスを学校には持ってこないとい

うふうに思っていますので、基本的には嬉野市が提唱をしているのは手洗いが最高だと思っ

ていますので、実は先週、嬉野教育委員会版学校での手洗い６つのタイミングという形で、

学校ではこうやる、家庭ではこんなふうにしてくださいということで、こういうものを先週、

全部の生徒に配って、冷蔵庫あたりに貼っていただいて、学校ではこうしますと、家庭では

こういうふうにしますからというふうなＰＲを全部に配ってお願いしております。

こういった形で、いわゆる新しい学校生活の様式というような名称で、モデルみたいな形

で取組をしているところでございます。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

様々な施策をしていただいて、ありがたいと思っています。

４番目なんですけど、家庭・子ども支援として、給食費の無料提供はできないかというの
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を挙げていますけど、もう多分、大分前に旧町が給食費の滞納がすごく多かったので視察に

行かせていただきました。厚木の隣の綾瀬市に行ってお願いしたところですけど、給食セン

ターの所長が、うちは給食費の滞納は一人もありませんということでした。払わなければ食

べられませんよということで、給食費の滞納は一つもありませんでした。課長と随行で行っ

たんですけど、うちはそういうことはできないということで、滞納が多分あると思います。

私も払わなければ食べられないという、ちょっと感動したんですけど、現在、本当に独り

親とか、今、観光業が主産業ですので、仕事ができない家庭というのがたくさんあるので、

時限的でもよろしいと思います、給食費の無償提供というのを、ちょっと時限的にでも考え

られないかということを、ちょっと市長にお伺いいたします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

給食費、時限的でもというような御提案でありますが、まず、１年通してということで試

算をした場合、１億円の財政出動が必要ということになりますので、財源の大きさというの

が一つ大きな課題ということになっております。

そういった中で、この各家庭、そういったところの実際に第２波、第３波、そういった中で

お困りということであれば、全く検討しないわけではありませんけれども、現時点ではそう

いったところも踏まえて、やはり給食のしっかりとした安全・安心の給食を提供するためにも、

給食費をいただいて運営をしていくというのが必要であろうというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

給食費は本当に大きな予算ですので、考えておりましたけど、新型コロナウイルス対策の

一環とできないかというのがありましたので、検討していただければと思います。

財政状況については、先ほど前議員に市長が答弁いただきましたので、大体理解させてい

ただきました。

産業復旧対策事業についてお伺いいたします。

２番目に書いています災害時の代替道路として国道34号線、一位原交差点から医療セン

ター入り口まで、また、県道大木庭武雄線の拡幅整備というのが必要ではないかと思います

けど、課長はどのような、課長でよろしいですか、部長、すみません、答弁をちょっといた

だきたいと思います。

○議長（田中政司君）
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建設・農林整備課長。

○建設・農林整備課長（馬場孝宏君）

お答えいたします。

先ほどの道路拡幅の整備についてなんですが、まずもって国道や県道、こちらの道路整備

につきましては、交通量等の状況に応じて拡幅の検討が行われているところです。今後、現

地の状況を見ながら、国、県の所管でございますので、こちらのほうからお伝えをするとい

うような形を取りたいと思います。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

国道34号線と県道大木庭武雄線、両方ともの答えだったんですかね。（「はい」と呼ぶ者

あり）確かに交通量は今までそうなかったんですけど、今後、新幹線開通とか、そういう面

で交通量が多くなるのではないかというのが一つありまして、それと、一位原交差点がすご

く混雑して、できたら右折帯をつくっていただければ解消するのではと思います。

それと、私が34号線、皆さん突飛な道路じゃないかと思うんですけど、今から300年前に

なるんですけど、大体長崎から嬉野・塩田道だったんですよね。それで、ここが水害になっ

て、３つの橋が流れるものですから、亨保の時代に塚崎道ができたんです。それで、どうし

てこれを言うかというと、私たちは498号はすぐ浸かる。それに、この災害時の交通網とし

ては、県道大木庭武雄線、これと34号線が災害時に主要道路なんですね。私も災害のときに、

県道大木庭武雄線を通ったことがあります。よそに行って帰るとき、目の前で崩れました。

今も本当に工事をしてあって、まだ開通していない、１年たつんですけどね。

ですから、あれは34号線と大木庭武雄線は生活道路、主要道路なんです。だから、もっと

早く県道大木庭武雄線、この改修工事を進めていただきたいというのと、34号線というのを、

そういう災害のときに重要な道路であるというのを認識していただいて、嬉野市には片側２車

線ありませんので、一位原交差点から医療センター入り口まででも２車線にしていただければ

という要望がありますので、これはちょっと県に緊急に伝えていただきたいと思いますけど。

○議長（田中政司君）

建設部長。

○建設部長（副島昌彦君）

お答えします。

34号線及び県道大木庭武雄線の位置づけとしては、大変重要な路線ということは認識して

いるところでございます。ただ、今言う一位原交差点の右折レーンとか、そういうのは確か

にそういう意味合いとしては重要な一部の改良だというふうなことも認識しております。
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ただ、先ほど森田議員の話の中で、まず、今寺の交差点からの歩道設置のほうを、市とし

てはまず要望をしているところです。確かに先を見据えたときに、新幹線の開業とか、今、

既に医療センターの開業をやっているところで交通量が増えておると思いますけど、まず、

うちとしては歩道を設置したいと、その中で先ほどから言いますように、交通量等を勘案し

て、そういう意味での要望はつなげていくべきじゃないかなと思います。

確かに議員が言われている交差点改良とかいうことについては、そういう意味でのおつな

ぎは十分していきたいと思うところでございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

災害時期を前にして、いつも本当にこういう道路関係とか橋梁関係とか、本当に重要に思

えてきますので、ぜひ県との話合いで善処していただきたいと思います。

次に、梅雨期のダム放流についてというのをお伺いいたします。

梅雨期のダムの放流について、横竹ダムと岩屋川内ダムでは、どのような放流がなされて

いるかをお伺いいたします。（「何の」「どのような放流」と呼ぶ者あり）ダムの放流です。

○議長（田中政司君）

建設・農林整備課長。

○建設・農林整備課長（馬場孝宏君）

お答えいたします。

雨季についてのダムの放流についてですが、まずもって今月６月３日の新聞にも掲載をさ

れておりますが、県内のダム13か所全てにおいて、貯水位低下運用という言い方なんですけ

ど、水位のほうを50センチから１メートル程度減らそうということで、もう既に水量のほう

は落としてある状況です。後の状況につきましては、これまでと変わらず、満水を超えれば、

例えば、岩屋川内ダムにつきましては、40トン以上の放流があれば、まずは40トンをずっと

継続的に（「流入が」と呼ぶ者あり）流入ですね、流入が40トン以上あれば40トンを放流し

て、それ以上の流入については、洪水調整域ですね、そちらのほうにずっとためていくとい

う方式を取っておられます。これにつきましては、従来と大きく変わってはいないところで

す。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

先月でしたか、国交省の通達で、１級水系、１級河川の放流体制では、大雨が予想される
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３日前からダムを放流し続けて、雨をせき止める容量が全体で２倍になるようにというよう

な試算をしたということで、１級水系にはそのような協定を結ぶというような方向性が明記

されておりました。

それで次は、２級河川についても、今後、自治体が管理する２級河川でも同様な、大雨が

予想される３日前からダムを放流し続けて、雨の許容量が今までの２倍になるような試算を

まとめて、これを治水、あるいは農業用発電、水道用にためておく利水、あるいは治水のダ

ムに利用するというのを、２級河川でも同様の体制を進めるということが書いてあったんで

すけど、この岩屋川内、横竹ダム、今まで雨が降って、そのあふれ出た水を放流されると

おっしゃったんですけど、それでやっぱりここの地形は潮の干満と影響しますので、できた

らこういうふうな施策をしていただければと思いますけど、部長に。

○議長（田中政司君）

建設部長。

○建設部長（副島昌彦君）

お答えします。

先ほど課長が申し上げましたように、今年度からだと私は把握しているんですけど、県内

の13のダム全てについて、先ほど言いました貯水位低下運用というのが、出水期、６月から

９月いっぱいまで行われるというふうに伺っているところです。１級河川の貯水を、洪水調

整流量がちょっとすみません、分からんとですけど、それを２倍にする、その辺の、うちの

分の１メートル及び50センチでは、私の計算では２倍にはもちろんならないと思っておりま

す。それが３日前とか、そういうのは私のほうでは伺っていないです。

ただ、現時点で言えるのは、出水期の６月から９月においては、岩屋川内ダムにおいて１

メートル、横竹ダムにおいて50センチ、これによってかなりの量の──かなりの量というか、

かなりの時間を稼げるというふうに思っておるところでございます。

もう一つ、干満の差における放流調整というのはしていないということは前も述べたとこ

ろでございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

芦塚典子議員。

○14番（芦塚典子君）

私もダムの件に関してはもう少し勉強して、また質問していきたいと思います。

以上、今回の一般質問、回答いろいろありがとうございました。

以上で終わります。

○議長（田中政司君）

これで芦塚典子議員の一般質問を終わります。
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一般質問の議事の途中ですが、ここで15時10分まで休憩いたします。

午後３時 休憩

午後３時11分 再開

○議長（田中政司君）

再開します。

休憩前に引き続き一般質問の議事を続けますが、その前に、市長のほうから御報告したい

旨の提案がありましたので、これを許可いたします。市長。

○市長（村上大祐君）

それでは、昨日可決をいただきまして、本日から予約を開始いたしました佐賀県民限定の

宿泊半額キャンペーン「○ｉｎ（まるいん）うれしの」につきましては、本日11時半をもっ

て予算枠に達したということで受付を中止しております。そこで、ちょっと予約を予定され

ていた方、また、そういった方には本当に、誠に申し訳ないということもありますけれども、

御予約いただいた皆さんには改めて感謝を申し上げたいと思いますし、また、いろんな形で

嬉野の観光を盛り上げる企画等々は我々も知恵を絞って考えてまいりたいというふうに思い

ますので、引き続き市民の皆様含めて御理解をいただくようにお願いをしたいというふうに

思っております。

見事予約を確保された方につきましては、これからＳＮＳでの観光情報の発信をお願いし

たり、また、アンケートの調査にも御協力をいただくということであります。これからマイ

クロツーリズムというふうにも言われるように、近場で地元のよさを発見して、そして、改

めて自分のルーツを知る、そういったマイクロツーリズム推進の中でも嬉野のそういった観

光の今後の戦略にも役立たせていただきたいというふうに思っておりますので、どうぞそう

いった目いっぱい楽しんでいただいて、そして、また気づきを寄せていただければというふ

うに思っております。

以上、御報告とさせていただきたいと思います。

○議長（田中政司君）

それでは、一般質問の議事を続けます。

休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。

７番川内聖二議員の発言を許します。川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

皆さんこんにちは。本日最後の質問者となりました議席番号７番川内聖二です。傍聴席の

皆様方におかれましては、早朝より長時間のお付き合い誠にありがとうございます。どうぞ

最後までよろしくお願いします。

それでは、質問を行う前に、昨年の暮れに中国の武漢市に端を発した新型コロナウイルス

は、これまで急激な勢いで感染者が増加し世界に広まり、日本でも緊急事態宣言を発令し感
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染症対策に取り組んでこられました。感染症の状況としてはピーク時を過ぎ、現在、第２波

が来ないように全国的に今が正念場の時期にあるのではないかと思っています。しかし、全

国では感染症により1,000人近い方々がお亡くなりになられました。亡くなられた方々へ心

より哀悼の意を表しますとともに、現在治療中の皆様方にはお見舞いを申し上げます。一日

も早い回復をお祈りいたします。また、感染リスクと向き合いながら新型コロナウイルスと

最前線で闘っている医療従事者の皆様方には心より敬意を表し、感謝を申し上げるとともに、

感染症の一日も早い終息を強くお祈りいたします。

それでは、議長の許可をいただきましたので、通告書に従い一般質問を行いたいと思いま

す。

今回の私の一般質問は大きく分けて３項目について質問をいたします。

１点目は再生可能エネルギー施設について、２点目は新幹線開業に向けてのＰＲ活動を含

めた企画等について、３点目は新型コロナウイルス感染症関連についてお伺いします。

では、壇上からは１点目の再生可能エネルギー施設について質問をいたします。

再生可能エネルギーの太陽光の施設に関しましては、開発当時、導入費用が高額なため、

広く普及するまでは至りませんでしたが、2011年の東日本大震災をきっかけに急速に普及し

始めました。しかし、全国的に再生可能エネルギー施設等に対する規則等のガイドラインも

制定する間もなく幅広く事業が展開されている状況であり、当市でも施設整備完了後に問題

等が生じた話をたびたびお聞きします。このような問題に対しどこまで市が関与できるかは

分かりませんが、今後、再生可能エネルギー施設に対しての条例等の規則を制定する考えは

ないかをお伺いします。

壇上からは以上で、再質問及び２点目以降の質問につきましては、質問席から質問を行い

たいと思います。

○議長（田中政司君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（村上大祐君）

それでは、川内聖二議員の御質問に対してお答えをさせていただきたいと思います。

再生可能エネルギー施設に対しての条例での規制の検討やいかにということであります。

再生可能エネルギー施設の設置に関しましては、嬉野市再生可能エネルギー発電設備設置指

導要綱を平成29年６月に制定をしておりまして、これに基づき設置区域3,000平米以上のも

のについて届出により協議を行っておるところであります。この要綱においては、事業者の

責務としては地元住民に対する説明会の開催や地元住民と良好な関係を保つよう努めること、

また、事故等が発生したときに、または地元住民との紛争が生じたときは、自己の責任にお

いて誠意を持ってこれを解決し、再発防止のための措置を講ずることを規定しております。

市の役割としては、事業者に対し適切な措置を講ずるよう指導及び助言を行うこととして
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おりますので、この要綱に従い事業者に対して必要な対応を行っておるところであります。

新たな条例の規制に関しては太陽光パネル、そういったものも含めてたくさんできていると

いうような状況に鑑みると様々ですね、そういった現場ではいろんな御意見、または地元の

方との関係というところでもいろいろと話合いがあるということは承知をしておりますが、

現在のところ、民と民の間のところに市として条例を制定するという考えは持っていないと

いうのが現状でございます。

以上、川内聖二議員の御質問に対するお答えとさせていただきたいと思います。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

市長説明ありがとうございました。民と民の間に対しては条例を制定しないというのが市

長のお考えでありますが、先ほど申されました平成29年６月に制定されたこの要綱なんです

けど、3,000平米以上と申されましたけど、3,000平米以下に関してはどのような内容になっ

ているのか、お伺いしてよろしいでしょうか。

○議長（田中政司君）

新幹線・まちづくり課長。

○新幹線・まちづくり課長（小野原 博君）

お答えいたします。

3,000平米以下については届出の義務はございません。ただし、国のガイドラインがござ

いまして、国のガイドラインに沿って設置者が市町村にいろいろお尋ねをされたり、そのガ

イドラインの中でも事業者が事業の概要等について地域住民への説明会を開催するなど、理

解を得られるように努めなければならないという条項がありますので、それに基づいて制定

をされております。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

3,000平米以下では届出は要らないということですけど、地元と関係者に関しましては説

明会を開催するということなんですが、とにかく事業者というものはまず事業を行うために

地元に説明会等を開いて、もちろん理解をしていただいて、また承諾を受けて、こういう施

設をどこでも設置すると思います。問題といたしましてはその後なんですね、その事業者が

常識足るその事業者か、また、設置するまではよろしいんですけど、開設するまではいいん

ですけど、その後、言っちゃいかんですけど、ほたったままというところもあるのではない

かと思います。
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そのようなところが、やはり各地区からそのような意見等も、後を対応しないとか、そう

いうふうなお話をたびたびお伺いするところであります。多分、市長のほうも幾つかお耳に

は入っているかと思ってはおりますけど、一応その規則、規制等がございませんので、民と

民のあい中に行政のほうは入られない状況が今の嬉野の現況かなと思っておるところであり

ます。

そこで１つお伺いしますけど、農地等を転用してこの施設にするための手順というものは

どのようになっているのかを所管のほうでお伺いしてよろしいでしょうか。

○議長（田中政司君）

産業振興部長。

○産業振興部長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

まず、農地の場合はどうしても農地転用というものが必要になってまいります。その上で

農地転用の許可が下りた後に各施工業者さんが申請をされるというのが一般的な流れだとい

うふうに認識をいたしております。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

まず、農地転用は農業委員会のほうですよね。農業委員会のほうで農地を農地転用されて

太陽光の施設等に転用をされるという説明でありましたが、そのように転用をされてですよ、

申請されて承諾を受けて、そして、転用施設を造られます。しかし、そこに関して以前もあ

りましたけれども、一応そこまで農業委員会、行政側としてはそのようにして転用届を提出

されて、そして施設を造って、その後に、先ほどもちょっとお話をいたしましたが、一応そ

の事業を進めるまではちゃんとした手順をされて施設を開設されます。そこをされたのはい

いんですけど、元農地から太陽光の施設にしたために現況が変わるといいますか、雨等が

降ったときは元畑だった場合は水等を吸って麓にある民家等に被害を加えない状況であった

が、施設、大型の太陽光パネル等を敷き詰めて、その下はフラットになっていて丘陵地等で

すかね、そういうふうな斜面に造られた場合、麓のほうの家に何らかの災害起因の原因にな

る可能性もあると思うんですよね、そういう場合、前議員も多分、この件に関して質問を以

前されたこともあると思うんですけど、そういう場合に起こった災害、災害といいますか事

故に関しての責任の所在も発生するかなと思うんですよ。そういう場合の責任所在はどのよ

うに考えられるかというのをお伺いしたいんですけど。

○議長（田中政司君）

市長。
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○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

何かあったときにということでありますけれども、そこは事案のケースによるものであっ

て、例えば、その施工不良によるものであれば施工者の不法行為ということになりますので、

そういったところで損害賠償責任というのが発生するんだろうというふうに思っております

ので、これは各事案ごとにやはり判断されるべきケースであって、なかなかそういった意味

でも、条例での一律の規定というのはあらゆるケースが想定されますので、立法技術的にも

太陽光の開発そのものを規制する条例というのは難しいというふうに判断しているゆえんで

もあります。

以上ございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

市長が今先ほど申されましたように、個々の事故例によるものもあると思いますので、そ

の責任を施工不良か、また、そのときの状況によっての判断がされると思います。

そのようなことも行政側からとしては入って助言等も言えないと思うんですけれども、先

ほど所管のほうで農地を転用されて、そして、そこを太陽光の施設にされます。じゃ、そこ

まで一応行政側としては許可を出しているんですけど、もう許可は出したんですけど、隣接

する農地や、また住民の方々とのトラブルが起きた際に許可を出された農業委員会のほうか

らその事業所、事業者に対してちょっと常識的に対応しないような方に対しての助言はでき

ないのか、それをお伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

農業委員会事務局長。

○農業委員会事務局長（馬場敏和君）

現在、事前審査と言ってですね、現場のほうを農業委員とあと推進員と確認をしておりま

す。そのときに業者のほうも同席いただいて、一応下流側に、下のほうに宅地等があればそ

の水処理等は聞いてですよ、これで大丈夫ということになれば許可を出しているということ

です。

それと、一応当初の計画で計画どおりになっているかという確認までしております。苦情

等が出た場合は一応業者のほうに連絡をしている状態です。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）
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現地調査を行って、そして、一応その計画どおりになされているかを確認されて行われる

ということなんですけど、一応その計画的に行って、水をここには入れるとしても、いざ雨

の量によっては多少その計画とは違うこともあります。そういうときはもちろんここはこう

してくださいというふうに業者のほうに多分指示を出されると思うんですけど、それを無視

された場合はどうなるんですか。

○議長（田中政司君）

農業委員会事務局長。

○農業委員会事務局長（馬場敏和君）

一応、地区のほうからもそういう苦情等が出た場合に再度また連絡をして農業委員会とし

ては再度指導をしていっている状態ですが、今後もそういう事例がありましたらまたこちら

のほうから連絡したいと思います。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

あってはならないことなんですよね、はっきり言って。けど、そういうことが、事例が幾

つかこれまであったと思います。それに関してこれは嬉野だけの問題じゃないんですよね、

これは私調べたところ、全国でもですね、太陽光施設に関しましてはあらゆるところで、い

ろんな問題が出ております。それで今、佐賀県内ではこの太陽光施設に関しましては御存じ

と思われますけど、伊万里市のほうがですよ、伊万里市自然環境等と再生可能エネルギー発

電事業との調和に関する条例施行規則というのを制定されております。あとは多久市も太陽

光の施設について太陽光発電設置規則条例を今、現段階、研究され検討をされているという

ことなんですよね。

私が何で、先ほど市長は民と民の間に行政が入ることはということをおっしゃったんです

けど、やはり市民の方々、いざ事業者さんとですね、農地を転用されて、そして、それが何

も問題なくいけばいいんですけど、いざというときにはやはり行政が頼りになると、行政に

ちょっと何といいますか、お願いをするような形を皆さん取られるんですよね。しかし、規

則も、そして、嬉野市としては規制もしていないし、それとガイドライン等も一応制定はさ

れていないので、民と民のあい中には入られないというのが現状じゃないかと思っているん

です。

そこで、やはり伊万里市の条例を制定されて、中を見ますと、ちょっと言っていいでしょ

うかね、第１条に趣旨、第２条に抑制区域、第３条が届出、第４条が意見書の提出、第５条

が見解書の提出、第６条が同意の通知、そして、第７条が維持管理に関する報告、第８条が

事業廃止の届出、第９条が立入調査、第10条が指導、助言又は勧告、第11条が公表、最後、
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第12条に補則とありました。９条から10条というのは業者に対してですよ、何かあった場合

に立入調査から指導、助言、勧告、最後はちょっと公表までをされるような形を取られてい

ます。このようなことを本当に常識のある事業所さん等でございましたら、ここまで制定を

するようなことを私がここで申すことはないんですけど、現にこれまで幾つかあったもんで

すから条例等を制定しないかということを今回質問したところでございます。

○議長（田中政司君）

新幹線・まちづくり課長。

○新幹線・まちづくり課長（小野原 博君）

お答えいたします。

今つくっております要綱につきましては、以前ですね、議会のほうでガイドラインの制定

ということで御質問をいただき制定したものでございます。

今、伊万里市の条例の話をされましたけれども、うちの要綱も13条に及ぶ要綱でございま

して、内容につきましては、ほぼ同じものと認識しております。うちのほうも指導、助言、

立入調査、先ほどおっしゃられましたように事業者への責務等をきちんと示しております。

その中で、うち現地で相談があった場合は市からも事業所に連絡を取って対処を求めている

ところです。

要綱でありますけれども、告示をしてきちんと定めたものでありますので、条例と何ら規

定上は変わらないものと思っております。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

課長ありがとうございました。ここでいろんな問題を私のほうも知ってはいるんですけど、

以前、課長のほうにあるところでちょっと御相談をしたと思うんですけど、その後、そこの

事業者さんには指導等をされたのか、そして、指導をされて、その結果等をちょっとお伺い

したいです。

○議長（田中政司君）

新幹線・まちづくり課長。

○新幹線・まちづくり課長（小野原 博君）

お答えいたします。

相談があった箇所につきましては、事業者に連絡を取りまして改善を求めております。事

業者のほうからもこちらに来ていただきまして、地域の方とお話をされて対処をするという

ことでお話をいただいたところであります。その後、今回ちょっと新型コロナウイルスの関

係でどうしてもその事業者が北九州ということもありましてなかなかその施工にまでは至っ
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ておりませんけれども、対処するということで確認をしております。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

課長どうもありがとうございました。じゃ、とにかくですね、その問題に関しましてはこ

こ何か月という問題じゃないですね、二、三年たっている問題かと私は思っているんですけ

ど、今後、市が定めている、条例までは定めていませんが、平成29年６月につくられたこの

ガイドラインみたいなものかなと思うんですけど、私これは知りませんでした、正直申しま

して。一応その3,000平米以上に対しては届出をしなければならないというところ知っては

いたんですけど、行政側から事業者に対して指導等というか、その後に助言が言えるという

ところまで私はちょっとはっきり言って理解しておりませんでした。

１つまたお伺いしますけど、それと、ある嬉野市のほうの施設名を言っていいか分かりま

せんが、グラウンドですけど、久間にある北部球場ですね、当初はあそこがですよ、自分の

子どもも野球を行っておりました、高校生で硬式野球で。そこが話によれば現在利用の規制

があって球場としては利用されていますけど、はっきり言って硬球を使用した野球ができな

いようになったというのをお伺いしました。当時自分の子どもとしては高校野球で、その当

時、隣接する畑がまだ太陽光等の施設ではなかったため、その畑の中に飛んで行ったボール

を走って球拾いしていたのを今思い出しますけど、そういうところも後から農地を転用され

て太陽光にされて、そして、今まであったグラウンド等の施設が本来の利用ができないよう

になったというお話を聞きましたけど、御存じでしょうか。

○議長（田中政司君）

それは誰に言って誰に（発言する者あり）文化・スポーツ振興課になっもんね、そい。

（発言する者あり）知っているかということだけでよかですか。

○７番（川内聖二君）続

それが現在どのようになっているのか。

○議長（田中政司君）

新幹線・まちづくり課長。

○新幹線・まちづくり課長（小野原 博君）

お答えいたします。

はい、存じております。

以上です。

○議長（田中政司君）

ちょっと待って、文化・スポーツ振興課から詳しく（発言する者あり）
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じゃ、暫時休憩します。

午後３時39分 休憩

午後３時40分 再開

○議長（田中政司君）

再開します。

文化・スポーツ振興課長。

○文化・スポーツ振興課長（小笠原啓介君）

お答えします。

北部球場につきましては、今、硬球の使用をお断りしております。近隣施設のほうにその

パネルの設置があったというところで、利用に関してはですね、その施設に迷惑をちょっと

かけると、防球ネットも設置はしたんですけれども、なかなか硬球のほうが飛び過ぎるもん

ですから以前からここ数年、硬球の使用はお断りをしておるというところでございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

10年ほど前、私の子どもがあそこで硬式の野球をしていたときは普通に使えていたんです

けど、この数年間の間にそのようなことがあったということを伺って、いや、私としたらで

すね、いろいろあったと思うので、今の状況での話合いでそのように利用の規制ができたと

思うんですけど、変じゃないかなというふうな感覚を持ちました。やはりそういうふうなの

もガイドラインといいますか、そのようにある程度うたっていればですよ、球場本来の利活

用ができたと思うんですよ。球場があってその横に畑があって、そこが太陽光だから、じゃ、

ここではと言って硬式ボールを使った野球はやってはいけないよというのも変と思うんです

よね。それは縛りがなかったもので、要するに太陽光の施設に飛んだボールで危害を加えて

はいけないという、ただそれだけの理由で利用するのに対しての規制をつくられたんですよ

ね、お伺いします。

○議長（田中政司君）

暫時休憩します。

午後３時42分 休憩

午後３時45分 再開

○議長（田中政司君）

再開します。

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）
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質問をちょっと訂正いたします。今現在、北部球場のほうでは、そのように太陽光施設が

設置されたということで球場本来の活用ができていないということになりますよね、それに

関してどのように思われるか、ちょっと見解をお伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

その北部球場の状況についても私も承知をしておるところでありまして、実際に練習会場

としてリトルリーグ、硬球を使う競技団体からも使用をしたいということで要望等も私もお

伺いをしておりましたけれども、なかなかそういうですね、ずっと以前からそういうような

ことで後からできた太陽光での関係で硬球の使用ができないんだということを聞いているの

で、ちょっと残念に思ったところであります。

実際、様々私もスポーツのまちづくりというのを大事な政策の柱として掲げている中で、

いろんな合宿とか、そういった各種大会、そういったところを誘致するところでも機会損失

も、既にそれは実害として生じているわけでありますので、何とかしたいというところはあ

りますが、ただ、それを狙い打って条例を打つというのは禁じ手でありますので、真摯な事

業者さんと協議をさせていただくように担当のほうにもそういったお話はすぐにしておった

ところでありますので、今後、そういった話合いの余地があるのかというところを探ってま

いりたいというふうに考えております。

以上ございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

市長、はい、分かりました。いや、その球場の件もなんですけどね、農地間でもちょっと

いろんなところでこの太陽光に関しましては、いろんなちょっと問題と課題が私の耳のほう

にも、多分市長の、また執行部の皆様方のほうにも入っていると思いますので、今現在ある

そのガイドラインといいますか設置されましたものを充実して、できればもう少しぎりぎり

のところまで規則を厳しくするじゃないですけど、それをつくっていただき、今後ですね、

先ほど市長も話されましたけど、普通に事業者さんが対応をしてくだされば何も問題はない

んですよね。けど、結構要求してもすぐには動かないとか、そういうところが多いところも

ありますので、やはりいろいろ事業者に対して苦言を言いたい市民の方々はどうしても行政

のほうが頼りになると思いますので、その辺、上手に間に入られるような形の規則等をつ

くってもらえればなと思っております。

○議長（田中政司君）
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新幹線・まちづくり課長。

○新幹線・まちづくり課長（小野原 博君）

お答えいたします。

再生可能エネルギーの普及に関しましては、そもそも国が推進をしております。他市の条

例を見ますと推進の条例もたくさんございます。このようなガイドライン的なものもありま

す。条例にしろ、規則にしろ、要綱にしろ、同じ意味合いでの制定だと思っております。

また、最初に市長が申しましたように、民間同士の契約でもございますので、行政が制限

をし過ぎると経済活動の抑制にもなり得ると考えますので、慎重に取り扱いたいと思ってお

ります。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

はい、分かりました。冒頭から申されますように、民間ですね、民間が行うものであって、

行政のほうがやはり入られるところというのは限られていると思いますけれども、今後、売

電価格も安くなって、今後は、設置より機材の耐用年数等も満了し、廃棄等の産廃に関して

の今度問題も出てくるおそれもありますので、その辺も研究していただき、全国的、どのよ

うな要綱とかガイドラインをつくられているか分かりませんけど、当市で何らかの問題が

あったときには対応ができるような形を今後取っていただきたいとお願いをしたいと思いま

す。

最後に市長の見解をお伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

議員の御発言のとおり、15年だったと思いますけれども、大体2011年の震災を機に急速に

太陽光発電が広がったというふうな事情もありますので、「静かな時限爆弾」というふうに

標記してある雑誌もありましたけれども、今後はそういった廃棄の問題とか老朽化したもの

が、例えば、台風のような災害、土砂崩れ、そういったようなもので、近隣の農地、林地に

影響を及ぼすということも考えておりますので、そういったときにも事業者さんに誠意ある

対応をいただくということがまず大事だというふうに思っておりますので、我々としても、

そういった事業者の把握、そういったところも含めてしっかり対応できるような準備という

のは今後進めていく必要があるというふうに考えております。

以上でございます。
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○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

市長が申されますように、本当に今後、廃棄等、老朽化によって問題が生じる可能性もあ

りますので、今後よろしくお願いをしたいと思います。

それでは、次の質問に移りたいと思います。

２点目は新幹線開業に向けての企画等についてお聞きします。

嬉野市の九州新幹線西九州ルートの工事も2022年度の開業に向けて着々と工事も進み、あ

とは駅舎とその周辺の整備を待つばかりとなっています。このように整備は順調に進んでい

ますが、市として、現在開業に向けてのどのような企画とＰＲ活動、ＰＲを含めてなんです

けど、構想を持たれているかをお伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

2022年の開業ということで、残りあと３年ということで３、２、１のカウントダウンが始

まったということでありますので、我々としても気を引き締めて、こういった開業に向けて

の準備を進めているところであります。そういった中で、ＰＲの戦略ということであります

けれども、主に２つに分けることができるのかなと思うんですけれども、１つが開業に向け

たわくわくというか、そういった機運を高めていく取組だというふうに思っておりますけれ

ども、市民の皆さんの間でも、こういった駅舎が今見えておりますし、高架とかがいろんな

ところを通っているのを見るたびに、やはりいよいよ新幹線がこのまちにやってくるという

ふうな思いというのは感じていらっしゃるということでありますし、久しぶりにこの嬉野に

帰ってこられた方も変わりぶりに驚かれておるほどでありますけれども、そういったですね、

これからまちが大きく変わっていくんだという、そういった期待感、そういったものを我々

としても膨らましていくことが重要だろうというふうに思っておりまして、新幹線レール

ウォークを昨年11月に行いまして、多くの市民の方、500名ほどの参加があったということ

でありますので、こういった事業もまた機会を捉えてやっぱり行っていって、新幹線のまち

づくりに市民の皆さんが積極的に参加したいと思えるような仕掛けづくりが重要であろうか

というふうに思っております。

もう一つが、やはり高速鉄道網をこの嬉野に迎え入れるということでありますので、広域

のほうの観光客であったりとか、また、企業の立地も含めた遠方へのＰＲということも重要

になってこようかというふうに思っております。それに関しても様々ですね、観光において

も中国、四国地方に向けたＰＲ戦略、ちょっと新型コロナウイルス等々で少し棚上げになっ
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た部分もありますけれども、ますます力を入れていくということは間違いないことでありま

す。その中で、佐賀県、長崎県で2022年の10月から12月に、ＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンも開催が決定をしておりますこれは、ＪＲ各社が北海道に至るまで全てが総力を挙

げて相当額の予算をもって、全国にこのエリアの魅力を発信していく事業ということであり

ますので、我々としても現地のそういった受入れであったりとか、また、そういったＰＲ

キャンペーンに際しての周遊ルートの策定等々、我々としてもやるべきことというのが山積

だというふうに思っておりますので、これについては、今後、このＰＲについての広報・広

聴、そういったところももちろんですし、新幹線のまちづくり全庁を挙げた体制づくりを進

めていく必要があるというふうに思っておりますので、今後の機構改革も見据えながらやっ

てまいりたいというふうに考えております。

その一つの柱となるのが、今回策定をさせていただきましたシティプロモーションの戦略

プランということでありますので、こうした戦略プランに従いながら効果的な情報発信、そ

して、魅力発信に努めてまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

市長、詳細にわたって説明ありがとうございました。今お伺いしたところ、今のところま

だ構想としては形的にはできていないように私としては受けたところでございます。2020年

に長崎県とＪＲと暫定開業を行う、連携する武雄、嬉野、大村、諫早、長崎との広域での

ＪＲのデスティネーションキャンペーンが開催をする予定にはなっていることは確認できま

したけれども、もちろんその５市とは連携を持って今後ＰＲ活動を全国に向けて発信しなけ

ればならないと十分に私も思っているところですけど、要するに、市長が言われますように

あと２、３年ほどしかございません。本当に申し訳ないんですけど、現在コロナ禍で皆様、

執行部のほうといたしましては、いろんな面で大変な、平時と違って職務遂行に関しまして

も大変な状況だとは思うんですけど、それはそれで新型コロナウイルス対策は対策として頑

張っていただき、やはり新幹線の事業に関してはですね、市としても、例えば、何年後ぐら

いから公用車にラッピングをしてのＰＲ活動、高速バス等にラッピングをしてのＰＲ活動、

開業のですね、そのようなことは構想されていないか、小さいことですけど、そういうのを

お伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。
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議員おっしゃるとおり、そのＰＲについて、具体的なアクションプランというものが策定

をするという段階には至っていないというところであります。今ですね、５月の連休明けに

新幹線の駅前のまちづくりについての事業者公募を行っておりますので、そういったまちづ

くりの青写真というものが、そういったものとやっぱり関連をしていくべきものだというふ

うにも考えておりますので、そういったまちづくりの青写真と連動させながら具体的なアク

ションプランを今年度中にも大まかな方針を示されるように我々も鋭意努力をしてまいりた

いというふうに考えております。

以上ございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

そしたら、その駅前に事業所等がまずは決まらない限りはこれからまだこのＰＲ活動に関

しましては、それからがスタートというふうな形になるんですかね。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

皆さんに実感を持って受け止めていただく効果的なＰＲをするには、やっぱりまちづくり

の中で、どのような駅前になっていくのかというイメージを共有できたほうがいいだろうと

いうふうに考えておりますので、その辺が我々としても一番頃合いではないかと考えており

ますが、当然、それに至るまでにはしっかり準備をしていく必要があるというふうに考えて

おりますので、そこは同時並行でＰＲ、その第１弾が今回のプロモーションの計画の策定で

もありますので、一つ一つですね、移住、定住をフェアで力を入れていくというようなこと

であったりとか、企業立地を推進していくということでもありますけれども、今回の開会の

演告でも申し上げましたような、こういう新幹線の駅前の企業誘致ビルであったり、また、

ああいう旅館をリノベーションしてシェアオフィスを都心から誘致するというような、そう

いった取組、様々あろうかというふうに思っておりますので、我々としてもアフターコロナ

の時代の成長戦略の一つとして、今後の新幹線開業を大きな目玉に据えているということは

間違いないわけでありますので、今後そういったところも具体的になってくるのは間違いな

いというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）



- 224 -

市長ありがとうございました。いや、私としては、本当にあと二、三年後ということでい

ろんな事業、課題が山積していると思うんですよね、今、簡単に口では申しましたけど、１

つずつ前向きにしていかなければ一遍ではできないと思うんです。

そこで今回、私質問をしているところなんですけれども、キャンペーンにしろ、先ほど市

長が申されましたように、まち全体、市民の皆様方の醸成ですよね、それをやはり持ってい

るためにも、駅はできていますけど、公用車に開業のＰＲ活動を、ＰＲのラッピングカーを

市内を走らせたりとか、あとは看板等を設置して、とにかくまち全体でこの開業に向けての

市民と一丸となっての活動を意識、醸成といいますか、行わなければならないと思ったとこ

ろでございました。

また、事業に関してはですね、たくさん私どももあちこちの駅ができた自治体等の視察を

行ってまいって、先ほど市長も言われた定住促進にこの新幹線を使うために、子どもたちに、

以前も申しましたけど、定期券に助成金を開業事業として行っていただくような方向をして

いただければなというふうなことを思ったりはしているんですけど、現によそでもやってい

らっしゃいますけど、それとか当日だけじゃなくて開業１年前からのですよ、カウントダウ

ン等の企画、500日前、300日前、100日前のような形で、そのような企画をこれから考えら

れるのかと、これからですかというふうなところがあるんですよね、その辺をちょっとお伺

いしたいんですけど。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

これから考えるというふうなものではありませんで、我々としても、このシティプロモー

ションの基本計画を策定したというのは、まさにその中でうたい込んでいるように新たなそ

ういった企業立地であったりとか、またはそういう移住定住、それから農産物ブランド、あ

らゆる場面で選ばれるまちづくりを目指しての取組の方向性というものを固めております。

一歩一歩やはりこういうものは地を固めて進むべきものだというふうに思っておりますので、

そういった具体的なアクションプラン、重ねてでありますけれども、今年度中には形になる

のはこれは間違いないわけでありますので、これは私が就任する以前から市民の皆さんがい

ろんな取組をしてきていただいておるわけでありますし、今やっていますティーツーリズム

なんかもまさにそういうアクションプランの中に盛り込まれるべきものだろうというふうに

思っております。

一つ一つ今ですね、素材が市政の中にあるわけでありますので、そこを再編集してお見せ

するのがこれからといいますか今年度中ということでありますので、一つ一つの取組は皆さ

ん既にスタートをしているものだという認識をしております。
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以上でございます。

○議長（田中政司君）

広報・公聴課長。

○広報・広聴課長（井上元昭君）

お答えをいたします。

ＰＲについてですけれども、先ほど市長が申しましたように、具体的には今からというふ

うになると思います。ただ、今年度の予算につきましても新幹線をＰＲするということで、

当初予算のほうに計上いたしまして議決していただいていますけれども、こういったコロナ

禍の影響で今ちょっと止まっているところでございます。

今後、ある程度コロナ禍が終息に向かって落ち着いていけば東京とか、大阪とか、広島と

か、そういったところでＰＲを行ってまいりたいと考えているところでございます。

以上です。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

分かりました。とにかく二度とないようなお祭りといいますか、開業に関しましては千載

一遇の機会と思いますので、今後よろしくお願いをしたいと思います。

それでは、次の質問に移りたいと思います。

最後に、新型コロナウイルスの感染症関連について質問をいたします。

冒頭でも申しましたが、これまで新型コロナウイルス感染症の拡大により、全国でもたく

さんの貴い命が失われています。国は感染症を防ぐために全国緊急事態宣言を発令され拡大

防止に努められましたが、経済としては戦後最大の被害をもたらしている状況であります。

１つ目の質問に入りますが、相談窓口や電話での相談室を当市としては設けられましたが、

開設から現在までの状況をお聞きしますということで通告書を出しておりましたけれども、

早朝より同僚議員等に答弁されました内容で大体のことは理解をできました。

それと２つ目に、これまで経済的に被害を受けた方々に対し市独自での支援策を出されて

いるが、今後も何らかの対策を考えられているかということをお尋ねしようと思っておりま

したけど、先ほどからも、今回も第３、第４というふうな施策を展開されるのも理解できま

したので、最後の３つ目の今後想定される感染症の第２波を回避するため、何らかの対策を

考えられているかということをお伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。
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今後の想定される第２波を回避するための対策ということでありますけれども、第２波は

程度の大小はあれどあるもんだということで織り込んだ対応をしていかないといけないとい

うふうに思います。

問題はその波を大きくしないように小さくとどめていくということに尽きるのかなという

ふうに思っておりますので、我々としてもですね、ウイルスが全くこの世から消滅するわけ

ではありませんけれども、やはり本人、個々人の心がけ一つで防げる部分もありますので、

そういったところの自粛から自制へというふうに山口知事も使っておられますけれども、ま

さにそういった行動様式を市民の皆さんと一緒に、ビジョンを共有しながらやはり浸透させ

ていくということに尽きるのかなというふうに思っております。

いわゆる３密を避けるとか、そういった手洗い、消毒を小まめに行うということは呼びか

けていく、続けていくということはもちろんでありますので、そういったところを我々もあ

る程度のリスクというものはあるとしながらも、通常の経済活動もやっていくようにやはり

皆さんに引き続きそういった自制をお願いするというふうな形になってまいろうかというふ

うに思っています。

その際には、やはり我々からの正確な情報提供というのは欠かせないというふうに思って

おりますので、今後も市民の皆さんとのつながりを維持しながら、そういった小まめな情報

発信に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

市長、詳細にありがとうございました。この３つ目の質問の今後の２波に対して私が

ちょっと危惧しているのはですね、今後、今日も出ましたけど、豪雨時ですね、避難所に関

してが一番私としては心配をしておりました。やはり密を避けるということは全国的にも、

市長がずっと答弁されますように、とにかく人と人との間隔を取らなければなりませんけど、

やはり命を守るためには避難所のほうに皆さん避難をしてもらわなければならないんですよ

ね。

そこで、先日新聞の中に、これは新型コロナウイルス対策での県の事業ではないと思うん

ですけれども、要するに佐賀県は昨年の豪雨を受けて旅館ホテル生活衛生同業組合と協定を

結ばれてですよ、介助が必要な高齢者や妊婦さんとか赤子をお持ちのそのような方々に専用

のスペースを確保するということで宿泊施設のほうに協力をされて、その費用は県と国とで

の折半だったと思うんです。それが市町で豪雨とか災害、緊急時のときに県のほうに要請を

していただければということで、近くにある宿泊施設と連携をされて避難ができるというの

が新聞に載っていましたけど、これに関しては当市のほうにもまだですよね、説明があって
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いるのか、それをお伺いしたいと思います。

○議長（田中政司君）

総務・防災課長。

○総務・防災課長（太田長寿君）

お答えいたします。

まず、県の旅館ホテル生活衛生同業組合さんとの協定につきましては、これは基本的に災

害救助法に基づく支援の一環ということで承知をしておりまして、それが適用される場合と

いうのは原則ではないかと思っております。ですから、それに該当しない場合ですね、一般

的に市町における災害の発生時に福祉避難所として、例えば、宿泊施設のほうと協定を結ん

で使わせていただくというふうな協定につきましては、また別途、協定が必要かと認識して

おりますので、その準備につきましては現在開始をしたという段階でございます。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

これをお伺いしたかったんですよ。要するに本当、この事業としては新型コロナウイルス

とはまた別なんですけど、密を避けるということで、そして、今日もずっと市長のお話をお

伺いしていて、やはり今後は受入れの施設を、施設に対して取り組むというふうなお言葉を

いただきましたので、当市に関しましてもこれだけのよそにはない恵まれた施設がたくさん

ありますので、今後ですね、お話合い等をしていただいて、避難所として進めていただけれ

ばなと思っております。それによってこれまで新型コロナウイルスが怖くて避難所には行け

ないとかというふうな形を避けられるのではないかと思いますので、それに関して市長

ちょっと見解をお伺いします。

○議長（田中政司君）

市長。

○市長（村上大祐君）

お答えをしたいと思います。

こういったウイズコロナの時代にあっての今避難の在り方としては、やはり指定避難所だ

けではスペースの問題、様々な観点からもいろんな選択肢を広げていく、それも早急にやっ

ていく必要があるという中で、旅館も含めた民間施設を活用していくということは我々もこ

れは走りながら同時並行でやっていかなきゃいけないことだというふうに認識をしておりま

す。そういった中で、私たちとしても、今そういったお話合いも水面下でちょっと進めさせ

ていただいておりますので、今後も、なかなかそこに至っては、例えば、食事の手配の在り

方とか費用の負担とか、そういったところの乗り越えるべき課題といいますか、お互い真摯
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に協議すべき課題もございますので、そういったところも含めて早くではありますけれども、

お互い納得して活用できるように協議を進めてまいりたいというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田中政司君）

川内聖二議員。

○７番（川内聖二君）

市長どうもありがとうございました。とにかく利用される方々も線引きされるとは思いま

すけれども、今後協議をしていただき、これから豪雨の季節、雨季に入りましたので、よろ

しくお願いをしたいと思います。

これで私の質問を終わりたいと思いますが、執行部の皆様方におかれましては平時でもマ

ンパワー不足で業務が大変だという状況で、前議会よりコロナ禍により業務に大きな負担を

かけての職務遂行に対しましては感謝をしております。今後も市民の皆様方のために役所本

来の機能を落とさないようによろしくお願いをしたいと思います。

以上で私の今回の質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（田中政司君）

これで川内聖二議員の一般質問を終わります。

以上で本日の日程は全部終了をいたしました。

本日はこれで散会いたします。

午後４時15分 散会


